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平
成
30
年
４
月
１
日
（
５
月
検

針
分
）
か
ら
、
水
道
料
金
は
、
平

均
17
・
５
％
の
《
引
き
上
げ
》、

下
水
道
使
用
料
は
、平
均
15・０
％

の
《
引
き
下
げ
》
を
行
い
ま
す
。

①
水
道
料
金
の
引
き
上
げ

　　

市
の
水
道
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
、
経
費
の
節
減
な
ど
、
経
営

の
効
率
化
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
か
ら
赤
字
経

営
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

水
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
に
開
始
し
た

「
石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団
拡

張
事
業
※
」
か
ら
の
受
水
（
水

道
水
の
購
入
）
に
よ
っ
て
、
費

用
負
担
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
状
況

の
中
、
今
後
は
、
古
く
な
っ
た
水

道
管
や
浄
水
設
備
の
更
新
を
計
画

的
に
実
施
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
料
金
引
き
上
げ
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
全
で
お
い

し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
に
必
要
な
財
源
確
保
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

※
石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団
拡
張

事
業
…
夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
建
設

事
業
へ
の
参
画
に
よ
り
、
良
質
で
、

水
量
が
安
定
し
て
い
る
千
歳
川
上
流

を
水
道
水
源
と
し
て
確
保
し
、
千
歳

市
、
江
別
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島
市
、

由
仁
町
、
長
幌
上
水
道
企
業
団
を
給

水
対
象
と
し
た
広
域
水
道
事
業

②
下
水
道
使
用
料
の
引
き
下
げ

　　

一
方
、
市
の
下
水
道
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
営
効
率
化
な
ど

に
よ
り
、
今
後
も
安
定
し
た
経

営
を
維
持
で
き
る
資
金
が
確
保

さ
れ
、
良
好
な
経
営
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
管
な

ど
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
、
当
面
は
更

新
の
必
要
が
な
い
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
経
営
効
率
化
の

成
果
を
使
用
料
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
水
道
料
金
や
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担

増
を
考
慮
し
、
下
水
道
使
用
料

の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
す
。

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

第
１
特
集 

市
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
（
５
月
検
針
分
）
か
ら
、

水
道
料
金
の《
引
き
上
げ
》と
下
水
道
使
用
料
の《
引
き
下
げ
》を
行
い
ま
す
。

な
ぜ
料
金
が
変
わ
る
の
か
、
家
計
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、

今
月
の
特
集
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

上
下
水
道
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 30 年４月１日から

水道料金と
下水道使用料が
変 わります。
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水
道
料
金
は
ど
う
変
わ
る
の
？

種類 用途
区分

基本
水量

基本
料金 従量水量 従量

料金

上
水
道

一般用 ８㎥ 780 円

 　９㎥～     50 ㎥ 135 円

   51 ㎥～ 1,000 ㎥ 137 円

  1,001 ㎥～  　　　   139 円

浴場用 100 ㎥ 5,600 円 101 ㎥～  　　　 86 円

臨時用 ８㎥ 1,400 円 　９㎥～　  　　 139 円

簡
易
水
道

（
支
笏
湖
温
泉
地
区
）

一般用 ８㎥ 1,110 円

 　９㎥～     50 ㎥ 161 円

51 ㎥～ 1,000 ㎥ 163 円

  1,001 ㎥～ 165 円

臨時用 ８㎥ 1,900 円 ９㎥～　 　 　 165 円

【現行】 （税抜）① ②

③

④

③
従
量
料
金
の
逓て
い
ぞ
う増

制
を
廃

止
し
ま
す　

　　

逓
増
制
と
は
、
使
用
水
量
が
多

く
な
る
ほ
ど
単
価
が
高
く
な
る
仕

組
み
の
こ
と
で
、
水
道
水
を
大
量

に
使
用
す
る
事
業
者
な
ど
に
は
高

く
、
一
般
家
庭
な
ど
の
少
量
使
用

者
に
は
低
い
従
量
料
金
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
ま
ち
の
発
展
と
と
も

に
水
需
要
が
急
増
す
る
中
で
、
水

源
不
足
に
対
応
し
、
大
量
の
水
道

使
用
を
抑
制
す
る
た
め
に
導
入
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
現
在
で
は
、
石
狩
東
部

広
域
水
道
企
業
団
拡
張
事
業
か
ら

の
受
水
開
始
に
よ
り
、
自
然
災
害

な
ど
で
水
源
が
使
用
で
き
な
く
な

▲水道メーター

種類 用途
区分

口径
区分

基本
料金 従量水量と料金

上
水
道

一般用

25 ㎜
以下 830 円

【１㎥～８㎥】
10 円　

【９㎥～】
159 円　

40 ㎜ 1,140 円
50 ㎜ 3,240 円
75 ㎜ 5,710 円

100 ㎜ 10,030 円
150 ㎜ 29,060 円
200 ㎜ 48,550 円

浴場用 ― 6,430 円【１㎥～ 100 ㎥】
   　        ５円

【101 ㎥～】
90 円

簡
易
水
道

（
支
笏
湖
温
泉
地
区
）

一般用
現行の水道料金から変更なし

臨時用

※従量料金は、いずれも１㎥あたりの金額です。

（税抜）

①

②

③

　　　　　　　　　　口径区分、 使用水量 は

　　　　　　  　　　　  「水道 ・ 下水道使用水量等の

　　　　　　　　　　　　お知らせ」 （検針票）

　　　　　　　で確認できます。  

口径区分：25㎜以下

使用水量：78㎥（１か月分）

※複数の世帯が 1 個のメーターを使
用する共同住宅のときは、検針票は
投函されません。

口径区分　25㎜以下
検針員　千歳市検針員

78 ㎥

2,400 ㎥月○日

る
リ
ス
ク
は
低
減
し
、
豊
富
な
水

量
の
確
保
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
、

よ
り
安
定
的
な
給
水
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
逓
増
制
を

廃
止
し
、
使
用
者
負
担
の
公
平
化

を
図
り
、
水
需
要
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

④
臨
時
用
の
用
途
を
廃
止
し

ま
す

　　

工
事
な
ど
の
理
由
で
臨
時
的
に

使
用
す
る
と
き
も
、
実
際
の
使
用

水
量
に
合
っ
た
費
用
負
担
と
な
る

よ
う
、
一
般
用
料
金
と
の
一
体
化

を
図
り
ま
す
。

①
基
本
水
量
を
廃
止
し
ま
す

　　

基
本
水
量
と
は
、
一
定
水
量

の
範
囲
内
で
料
金
を
定
額
と
す

る
制
度
で
す
。
生
活
用
水
と
し

て
清
浄
な
水
の
使
用
を
促
し
、

公
衆
衛
生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

全
国
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
、
水
道

の
普
及
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
と

な
り
、《
公
衆
衛
生
の
向
上
》
と

い
う
役
割
は
な
く
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
は
、

基
本
水
量
の
８
㎥
ま
で
使
用
し

な
い
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

基
本
水
量
を
廃
止
し
、
使
用

水
量
に
合
っ
た
料
金
に
す
る
こ
と

で
、
節
水
の
努
力
に
よ
り
、
支
払

う
料
金
が
安
く
な
り
、
単
身
、
高

齢
者
な
ど
、
水
道
の
使
用
量
が
少

な
い
世
帯
の
負
担
が
公
平
に
な
り

ま
す
。
こ
の
と
き
、
こ
う
し
た
世

帯
の
負
担
が
急
に
増
え
な
い
よ

う
、
現
行
の
基
本
水
量
以
下
の
区

分
に
対
応
す
る
従
量
料
金
を
新
設

し
ま
す
。

②
基
本
料
金
を
口
径
別
に
設

定
し
ま
す

　　

口
径
と
は
、
使
用
者
と
市
の
水

道
管
を
接
続
す
る
管
の
太
さ
（
水

道
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
）
の
こ
と

で
す
。
使
用
水
量
が
多
い
ほ
ど
、

水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
は
口
径

の
大
き
な
も
の
が
必
要
と
な
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
費
の
増

加
に
対
応
し
た
料
金
と
し
ま
す
。

変更後

第
１
特
集

▼口径

平成 30 年４月１日から

水道料金と
下水道使用料が
変 わります。
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下
水
道
使
用
料
は
ど
う
変
わ
る
の
？

地域 汚水
種類

終末処
理場へ
の接続

基本
水量

基本
使用料 従量水量

従量
使用料

市
街
地
の
処
理
区
域

一般
汚水

接続
あり ８㎥

730 円
　９㎥～     50 ㎥ 112 円

 51 ㎥～ 1,000 ㎥ 117 円
 1,001 ㎥～  　　　   122 円

接続
なし 130 円      ９㎥～　　　 16 円

公衆
浴場

接続
あり 300 ㎥ 6,200 円   301 ㎥～ 30 円

市
街
地
の
処
理

区
域
外

一般
汚水

接続
あり ８㎥

1,100 円
　９㎥～     50 ㎥ 119 円

 51 ㎥～ 1,000 ㎥ 124 円
 1,001 ㎥～  　　　   129 円

接続
なし 210 円      ９㎥～　　　 26 円

支
笏
湖
温
泉

地
区
の
処
理
区
域

一般
汚水 接続

あり ８㎥
1,040 円

　９㎥～     50 ㎥ 150 円
 51 ㎥～ 1,000 ㎥ 155 円

 1,001 ㎥～  　　　   160 円

温泉水
の汚水 15,300 円      ９㎥～　　　 13 円

【現行】変更後

区域 汚水
種類

終末処
理場へ
の接続

基本
使用料 従量水量 従量

使用料

処
理
区
域
内

一般
汚水

接続
あり 550 円

　  １㎥～      ８㎥ ９円
９㎥～     50 ㎥ 95 円

 51 ㎥～ 1,000 ㎥ 99 円
 1,001 ㎥～  　　　   103 円

接続
なし 100 円

　  １㎥～      ８㎥ １円
　  ９㎥～ 14 円

公衆
浴場 接続

あり

5,100 円
    １㎥～   300 ㎥ １円
  301 ㎥～ 25 円

温泉水
の汚水 13,000 円

　  １㎥～      ８㎥ ３円
　  ９㎥～ 11 円

処
理
区
域
外

一般
汚水

接続
あり 860 円

　  １㎥～      ８㎥ 10 円
９㎥～     50 ㎥ 101 円

 51 ㎥～ 1,000 ㎥ 105 円
 1,001 ㎥～  　　　   109 円

接続
なし 170 円

 　１㎥～      ８㎥ １円
　  ９㎥～ 22 円

※従量使用料は、いずれも１㎥あたりの金額です。

①

②

（税抜） （税抜）

③

③

①

②

③

①
基
本
水
量
を
廃
止
し
ま
す

　　

廃
止
の
理
由
や
少
量
使
用
者

へ
の
対
応
は
、
水
道
料
金
と
同

じ
で
す
。

②
従
量
使
用
料
の
逓
増
制
を

継
続
し
ま
す

　　

下
水
道
に
は
水
道
の
よ
う
な

口
径
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

多
量
使
用
者
は
、
少
量
使
用
者

よ
り
も
大
き
な
負
荷
を
環
境
に

与
え
る
た
め
、
負
担
の
格
差
を

汚
水
の
排
出
量
に
求
め
る
仕
組

み
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
下
水
道
使

用
者
に
対
し
、
同
じ
水
準
で
使

用
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
も

逓
増
制
の
継
続
が
必
要
で
す
。

③
市
街
地
と
支
笏
湖
温
泉
地

区
の
使
用
料
を
統
一
し
ま
す

　　

市
街
地
と
支
笏
湖
温
泉
地
区

を
結
ぶ
下
水
道
管
の
整
備
が
平

成
28
年
度
に
完
了
し
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
支
笏
湖
温
泉
地
区

の
汚
水
の
処
理
を
市
街
地
の
施

設
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
市
街
地
の
処
理
区
域
と

支
笏
湖
温
泉
地
区
を
処
理
区
域

内
の
使
用
料
に
統
一
し
ま
す
。

※温泉水の汚水は、支笏湖温泉地区のみの適用です。

人槽区分 現　行 変更後

５人槽 2,500 円 2,125 円

６人槽 2,700 円 2,295 円

７人槽 3,000 円 2,550 円

８人槽 3,200 円 2,720 円

10 人槽 3,900 円 3,315 円

個別排水処理施設使用料の
変更について

　個別排水処理施設は、下水道が整備されていない農村地域
のトイレ、洗濯、炊事、風呂などの生活雑排水を処理するた
め、市が設置している合併処理浄化槽です。今回の下水道使
用料の変更に合わせて、一律 15％引き下げます。

1234   5678   9012   4567  

1234   5678   9012   4567  

TARO  CHITOSE
TARO  CHITOSE 00/0000/00

CREDIT CARD

TOPIC
水道料金 ・下水道使用料のお支払いに

クレジットカードが利用できるようになります。

★利用開始予定　平成 30年６月支払い（５月検針）分から

準備が整い次第、広報ちとせや水道局ホームページなどで改めて

ご案内します。

農村
地域

の

（税抜）
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1 人でお住まいのＡさん

水道を１か月に５㎥使用

水　道： 　842 円 　→ 　950 円（108 円増）
下水道： 　788 円 　→　 642 円（146 円減）

合　計：  1,630 円 　→  1,592 円（ 38 円減）

現　在 変更後

※口径区分は、25 ㎜以下の一般家庭を想定しています。
※金額は、消費税込みです。

現　在

共同住宅における水道料金の特例

　複数の世帯が１個のメーターを利用するマンションなど
の共同住宅では、一般的に使用水量が多くなり、単価の高
い従量料金で計算されるため、１世帯当たりの水道料金負
担が割高になることがあります。このような共同住宅を対
象に、１つのメーターの使用水量を各世帯が均等に使用し
たものとして料金を計算する特例制度があります。
　この特例制度を利用するときは、申請が必要となります
ので、詳しくは料金センターへお問い合わせください。

料金センター24-3253　 ▪ＦＡＸ 22-8810

基本料金（40 ㎜）　1,140 円
従量料金   46,508 円
消費税 　3,811 円
徴収料金   51,459 円
１世帯
あたりの料金 　2,572 円

基本料金（25 ㎜以下）　   830 円
従量料金     1,193 円
消費税 　   161 円
１世帯
あたりの料金 　2,184 円

徴収料金   43,680 円

➊特例制度を利用しないとき
　（１個のメーターで計算）

◇
　
◇
　
◇

　
水
道
局
で
は
、
新
し
い
水
道

料
金
、下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
の
た

め
に
、「
千
歳
学
出
前
講
座
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
申
込
方
法

は
、
水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.chitose.

hokkaido.jp/w
ater/pages/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
水
道
局

総
務
課
主
査
（
経
営
企
画
担
当
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水道料金 ・下水道使用料に関する
お問い合わせは

水道局総務課主査（経営企画担当）
24-3252　 ▪ＦＡＸ 22-8810

【例】口径 40 ㎜で 20 世帯入居のマンション全体で水道を１か月に
300 ㎥使用したとき
※平成 30 年４月（５月検針分）以降の料金で計算しています。
※各戸の口径は 25 ㎜以下とみなします。

2

46

１か月あたりの家計への影響

人でお住まいの B さん

水道を１か月に 10 ㎥使用

水　道：  1,134 円  　→  1,326 円（192 円増）
下水道： 1,030 円 　→    876 円（154 円減）

合　計：  2,164 円 　→   2,202 円（38 円増）  

変更後現　在

人でお住まいのＣさん

水道を１か月に 20 ㎥使用

水　道：  2,592 円  　→  3,043 円（451 円増）
下水道： 2,239 円 　→  1,902 円（337 円減）

合　計：  4,831 円 　→   4,945 円（114 円増）  

変更後現　在

人でお住まいの D さん

水道を１か月に 30 ㎥使用

水　道：  4,050 円  　→  4,760 円（710 円増）
下水道： 3,449 円 　→  2,928 円（521 円減）

合　計：  7,499 円 　→   7,688 円（189 円増）  

変更後現　在

わ
が
家
の
負
担
は
ど
う
変
わ
る
の
？

How
much?

➊特例制度を利用するとき
　（１世帯15㎥使用とみなして計算）

第
１
特
集

広報ちとせ 平成 29(2017) 年 12 月号

平成 30 年４月１日から

水道料金と
下水道使用料が
変 わります。
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科
技
大
は
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
設

置
経
費
の
大
部
分
を
市
の
負
担
で
設
立

し
、
運
営
は
学
校
法
人
が
行
う
と
い
う

《
公
設
民
営
の
私
立
大
学
》
と
し
て
、
平

成
10
年
４
月
に
開
学
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
に
と
も
な
う
急
速

な
18
歳
人
口
の
減
少
や
、
受
験
生
の
国

公
立
大
学
、
大
規
模
私
立
大
学
へ
の
入

学
志
向
の
高
ま
り
な
ど
と
い
っ
た
情
勢

の
変
化
か
ら
、
科
技
大
に
お
け
る
学
生

の
定
員
確
保
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

科
技
大
は
、
今
後
さ
ら
な
る
少
子
化

が
進
む
中
で
、
持
続
可
能
な
運
営
を
行

う
た
め
に
は
、「
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
」

と
考
え
、
学
校
法
人
か
ら
公
立
大
学
法

人
へ
と
移
行
す
る
《
公
立
大
学
法
人
化
》

を
検
討
す
る
こ
と
を
、
市
に
対
し
て
要

望
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

千
歳
科
学
技
術
大
学
が
向
か
う
先
に

公
立
大
学
法
人
化
の
検
討
と
中
間
報
告

市
は
、
千
歳
科
学
技
術
大
学
（
以
下
「
科
技
大
」）
の

公
立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
４
月
の
公
立

大
学
開
学
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
、
市
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
段
階
で
、

今
後
、
市
議
会
で
本
格
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
市
の
検
討
内
容
な
ど

を
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
６
日
に
、
千
歳
科
学
技
術
大
学
か
ら
市
に
対
し
て
、

要
望
書
「
千
歳
科
学
技
術
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
の
検
討
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
要
望
を
受
け
設
置
し
た
《
有
識
者
会
議
》
か
ら
の
検
討
報
告
を
踏
ま
え
て
、

市
は
、
公
立
大
学
の
必
要
性
や
大
学
へ
の
財
務
負
担
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
と
し
て
、

千
歳
科
学
技
術
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
を
《
是
》
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
「
若
者
が
地
域
に
学
び
、
地
域
で
活
躍
す
る
大
学
」
を
目
指
し
、

平
成
31
年
４
月
の
公
立
大
学
開
学
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

千 歳 市 長 か ら

市民の皆さんに

第

２

特

集

Mayor

process
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市
は
、
検
討
に
当
た
り
専
門
的
な
視

点
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
今
年
４
月
７

日
に
、
大
学
・
高
等
学
校
関
係
者
な
ど

の
学
識
経
験
者
や
、
市
内
経
済
団
体
・

企
業・市
民
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
《
有

識
者
会
議
》
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
、
有
識
者
会
議
は
、
５
回

に
わ
た
る
会
議
の
結
果
と
し
て
、「
学
生

の
確
保
、
教
育
・
研
究
の
質
向
上
、
人

材
の
輩
出
、
地
域
貢
献
、
財
務
運
営
」

な
ど
の
観
点
か
ら
意
見
を
取
り
ま
と
め
、

そ
れ
ら
を
尊
重
し
て
今
後
の
検
討
を
進

め
る
こ
と
を
前
提
に
「
科
技
大
の
公
立

大
学
法
人
化
を
進
め
る
べ
き
」
と
す
る
報

告
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
会
議
の
報
告
内
容
を
踏
ま
え
、

《
必
要
性
》
と
《
財
務
負
担
》
の
２
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
て
検
討
を
進

め
ま
し
た
。

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
③
公
立
化
に
よ

り
授
業
料
が
安
く
な
る
こ
と
で
、
学

生
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、《
定
住
促
進
》

や
《
に
ぎ
わ
い
の
創
出
》
に
つ
な
が
る

こ
と
、
④
地
域
に
と
っ
て
の
知
的
資
源

で
も
あ
る
教
職
員
、
学
生
の
《
地
域
貢

献
》
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
向
上
、
地

域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
千
歳
市
は
、
道
内
で
平
均
年
齢
が
最
も

若
く
、
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
数
少
な

い
ま
ち
で
す
が
、
将
来
的
に
は
減
少
に
転

じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、

ま
ち
の
勢
い
を
維
持
し
続
け
る
た
め
に

は
、
公
立
大
学
の
設
置
を
新
た
な
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
捉
え
て
、
若
者
の
「
知
力
・

体
力
・
発
信
力
」
を
ま
ち
の
活
力
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

有識者会議の結果を市長に報告
する小磯修二委員長（９月12日）

公
立
大
学
の

必
要
性

　
現
在
の
学
生
を
取
り
巻
く
大
学
環
境

は
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
若
者
が
地
方

か
ら
都
市
部
へ
と
流
出
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
外
か
ら
若

者
を
集
め
、
外
に
流
出
す
る
若
者
を
地

域
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
地
方

大
学
の
役
割
は
、
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
「
地
域
に
公
立
大
学
が
あ
る
」
こ
と

の
効
果
と
し
て
は
、
①
ま
ち
が
求
め
る

人
材
の
育
成
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
②

有
能
な
人
材
の
輩
出
に
よ
る
社
会
貢
献

P
O

IN
T

 01

大
学
へ
の

財
務
負
担

　

公
立
大
学
の
財
源
に
は
、
授
業
料
や

入
学
金
な
ど
の
学
生
か
ら
の
納
付
金
や
、

そ
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
な
ど
か
ら

の
交
付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
大
学
を
設
置
す
る
市
町

村
な
ど
に
対
し
て
は
、《
大
学
を
設
置
し

管
理
す
る
た
め
の
経
費
》
が
地
方
交
付

税
額
の
算
定
に
お
い
て
《
基
準
財
政
需

要
額
》
に
算
入
さ
れ
る
形
で
国
か
ら
措

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
立
大
学
法
人
化
し
た
後
の
大
学
に

対
す
る
市
の
財
務
負
担
に
は
、《
大
学
を

運
営
す
る
た
め
の
費
用
》
と
《
大
学
の

施
設
や
設
備
を
更
新
す
る
た
め
の
費
用
》

と
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
授
業
料
な

ど
の
大
学
の
自
己
収
入
で
は
賄
え
な
い

不
足
部
分
を
《
運
営
費
交
付
金
》
と
し

て
大
学
に
交
付
し
ま
す
。
後
者
は
、
将

来
必
要
と
な
る
更
新
費
用
を
あ
ら
か
じ

め
積
み
立
て
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
財
務
負
担
は
、
公
立

大
学
法
人
化
後
10
年
間
の
財
務
推
計
を

も
と
に
検
討
し
た
結
果
、
先
に
述
べ
た

《
大
学
を
設
置
し
管
理
す
る
た
め
の
経

費
》
の
範
囲
内
で
あ
り
、
他
市
の
例
か

ら
も
、
お
お
む
ね
市
の
財
政
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
必
要
な
財
源

を
確
保
で
き
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
後
も
地
方
交
付
税
の
動

向
や
18
歳
人
口
の
推
移
な
ど
の
情
勢
と

と
も
に
、
大
学
の
財
務
状
況
を
確
認
し
、

市
の
財
務
負
担
が
一
定
の
基
準
を
上
回

る
場
合
に
は
、
大
学
の
財
務
状
況
に
つ

い
て
収
支
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

P
O

IN
T

 02

Ｑ．公立大学法人ってなんですか

Ａ．《公立大学法人》とは、市町村などの
地方公共団体が大学の設置および管理を行
わせるために設立する法人をいいます。
科技大は、市が設置経費の大部分を負担し
て設立した《公設民営の大学》ですので、
手続き上は、学校法人から公立大学法人へ
運営形態を変更することになります。

Ｑ．公立大学法人化で、千歳にどのよ
うなメリットがありますか

Ａ．公立大学の授業料は、国立大学と同程
度の負担となることから、多くの受験生が
科技大を目指す（選択する）ことが考えら
れ、学生（若い世代）の増加によるまちの
活性化が期待されます。
　【平成 29 年度の授業料】
　　国立大学：　53 万 5,800 円
　　科技大　： 135 万 7,000 円

Ｑ．公立大学法人化で、私たちの市民
生活に影響がありますか

Ａ．科技大では、地域イベントへのボラン
ティア参加、《科学》を通じた市民（子ども）
との交流など、さまざまな地域貢献活動を
行っていますが、市（行政）と大学の連携
が強まることで、今まで以上の活動展開が
期待されます。

よくある質問

科
技
大

市

市議会

要望書
有識者会議

市組織内会議

特別委員会

市長
報告

｢是｣と判断
公立大学法人化を

特別委員会の判断
を定例会に報告

H28.12月    
H29.4- 9月

H29.1-10月

H29.10月

H29.6月 -H30.3月

報 

告
の検討

の検討

H30.3月 (予定) process
検討経緯
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若
者
が 

地
域
に
学
び
、
地
域
で
活
躍
す
る
大
学

市
は
、
ま
ち
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
新
た
な
戦
略
と
し
て
、
千
歳
に
学
ん
だ
若
者
が
将
来
に
わ
た
り
ま
ち
づ
く
り
の
活
力

と
な
る
よ
う
、「
若
者
が
地
域
に
学
び
、
地
域
で
活
躍
す
る
大
学
」
を
、
一
つ
の
大
学
像
と
し
て
目
指
し
、
科
技
大
の
公
立
大
学

法
人
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
科
技
大
の
歩
み
と
活
動
か
ら
、今
後
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

’90
年
代
の
千
歳
市
は
、
北
海
道
の
基

幹
空
港
で
あ
る
新
千
歳
空
港
と
、
空
港

を
中
心
に
JR
や
高
速
道
路
な
ど
の
交
通

網
が
整
備
さ
れ
た
《
交
通
の
要
衝
》
と

し
て
発
展
し
、
さ
ら
に
は
、
工
業
団
地

な
ど
の
産
業
基
盤
の
整
備
も
進
み
、
多

く
の
企
業
が
立
地
す
る
、
道
内
有
数
の

《
工
業
都
市
》
と
し
て
の
成
長
期
に
あ
り

ま
し
た
。

　
多
く
の
企
業
が
集
積
す
る
都
市
の
魅

力
を
生
か
し
、
競
争
力
の
あ
る
産
業
基

盤
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、《
産
学

共
同
研
究
》
な
ど
を
通
じ
た
高
度
技
術

型
企
業
の
育
成
が
急
務
で
し
た
。

　
来
る
べ
き
21
世
紀
に
向
け
て
、　
指
導

的
な
役
割
を
担
う
学
術
研
究
機
関
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
国
際

化
に
向
け
た
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
時
、
最
先

端
技
術
で
あ
っ
た
光
科
学
を
中
心
と
し

た
学
部
を
設
け
、
道
内
初
の
《
公
設
民

営
の
私
立
大
学
》
と
し
て
、
平
成
10
年

（
’98
年
）
４
月
に
、
科
技
大
が
開
学
し
ま

し
た
。 科

技
大
の
歩
み

小
中
学
校
・
企
業
な
ど
と
連
携
を
図
る

な
ど
の
《
地
域
貢
献
》
を
積
極
的
に
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
科
技
大
は
開
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で

に
約
３
４
０
０
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

高
い
就
職
率
を
確
保
（
平
成
29
年
３
月

卒
業
生
で
99
・
３
％
）。
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
に
、
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
を
対
象
と
し
た
公
開

講
座
や
理
科
実
験
講
座
、
小
中
学
生
に

対
す
る
学
習
支
援
、《
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
「
ち
～
な
び
」》
の
開
発
な

ど
、
現
在
も
な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

貢
献
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
開
学
当
時
は
、《
光
科
学
部
》
と
し
て

光
科
学
の
分
野
に
特
徴
を
持
っ
た
教
育
・

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
学
部
名
称
を
北
海
道
唯
一
の
《
理
工

学
部
》
に
変
更
し
、
光
科
学
に
と
ど
ま

ら
ず
、
関
連
す
る
理
工
学
分
野
全
般
に

活
動
の
範
囲
を
広
げ
、
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総
合

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
科
技
大
は
、「
人※

　
知
還
流
」
と
「
人※

格

陶
冶
」
の
建
学
精
神
に
基
づ
い
て
、《
教

育
》
に
お
い
て
は
自
ら
成
長
す
る
教
養

人
の
育
成
を
、《
研
究
》
に
お
い
て
は
実

践
的
で
広
い
視
野
を
持
つ
技
術
者
の
育

成
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
学
官
共
同
で
光
技
術
の
研

究
開
発
を
進
め
る《
ホ
ト
ニ
ク
ス
バ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
を
通
じ
最
先
端
技
術

の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内

有能な人材や研究成果を社会に送
り出し、その果実を社会から大学
に還流させること。

※人知還流（じんちかんりゅう）

「光科学が21世紀のパイオニア
を育てます」と題した平成10
年広報ちとせ1月号の特集記事。

高い理想を実現するために、人格
を高めていくこと。

※人格陶冶（じんかくとうや）

バスの現在地などが
わかる「ち～なび」

取 り 組 み に 向 け た 考 え 方
市は、科技大の公立大学法人化により、これから市と　　　　　　　　　 科技大が目指す取り組みを次のように考えています。

市が求める人材育成

◉ ｢千歳学 ｣など地域を題材にした授
　業科目を導入し、千歳愛を醸成する
　とともに、地元企業でのインターン
　シップの拡大、学生のスキルアップ
　やキャリア教育を実施し、地元での
　就職・起業の促進を目指す。
◉卒業生のネットワーク構築を活発化
　させ、千歳の応援団としての活動を
　促進する。

魅力ある大学づくり

◉きめ細やかな学生募集活動を継
　続し、受験しやすい環境を整える。
◉社会人としての基礎力を高める
　教育により、実社会で活躍でき
　る人材を輩出する。
◉研究実績が豊富な教員の確保や
　共同研究の推進、科学研究費助
　成事業などの採択への取り組み、
　若手研究者の育成などに努める。

【人材育成】
H10(1998)年
科技大（光科学部）が開学
H14(2002)年
大学院光科学研究科修士課程を設置
H16(2004)年
大学院光科学研究科光科学専攻博士
後期課程を設置
H20(2008)年
光科学部を改組し総合光科学部を設置
H22(2010)年
教職課程設置
H26(2014)年
市と包括連携協定を締結
H27(2015)年
総合光科学部を理工学部へ名称変更
H28(2016)年
市へ公立大学法人化の検討を要望

Community
Contribution

科 技 大 の 沿 革
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■ 

■ 

終
わ
り
に 

■ 

■

　
今
回
の
特
集
で
は
、
公
立
大
学

法
人
化
に
対
す
る
市
の
方
針
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
科
技
大
や
議
会
と
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、
新
た
な
市
民

の
大
学
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市 と 科 技 大 の、 今 後 の
市は、科技大の公立大学法人化により、これから市と　　　　　　　　　 科技大が目指す取り組みを次のように考えています。

若者の活躍

◉学生の活動環境や活動拠点を
　まちなかに整備し、学生に住
　みやすいまちとして市内居住
　を推進する。
◉学生の地域活動を教育の一環
　に取り組み、学生の力を活用す
　る仕組みづくりにより、クラ
　ブ・サークル活動などの若者
　の活躍の場の拡大につなげる。

地域の知の拠点

◉市民向け公開講座や小中学生の学習支援
　などのこれまでの取り組みを拡充する。
◉地域貢献の推進機関として、地域連携セ
　ンターを設置し、幅広い地域課題の解決
　に向けた取り組みを行う。
◉科技大が核となり、市内の高等教育機関
　との相互連携を深め、まちづくりへの共
　同参画やまちなかキャンパスの運営など、
　活動の幅を広げ、まちの発展につなげる。

【地域貢献】

　
科
技
大
が
持
つ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
人

材
や
学
生
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
の
知

識
や
技
術
な
ど
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

科
技
大
が

行
っ
て
き
た
地
域
貢
献

年間５～７回程度、市民の皆
さんへの学習機会の提供と、
科技大の研究内容の公開を目
的に、講座を開催しています。

■公開講座

科技大の学生によるプロジェ
クトチーム。地域の小中学校
と連携した理科実験授業や、
小中学校、児童館などでの科
学教室を開催。年間 60 回以
上活動しています。

■理科工房

平成 23 年度から、地域の高校生、一般市民の方を
対象に、語学力向上、グローバルな人材の育成、地
域貢献を目的に開催しています。毎年約 20 ～ 30
人の参加があります。

■英語スピーチコンテスト

毎年夏期・冬期休業の年２
回、市内の小中学校の補習
授業の学習サポートを実
施。小中学生の学力向上の
お手伝いをしています。

■学習ボランティア
学習サポート

スカイ ･ ビア＆ＹＯＳＡＫＯＩ
祭や、市民納涼盆踊りなどに参
加。市民の皆さんと一緒にまち
のイベントを盛り上げています。

■YOSAKOI ソーラン部

ほかにも
・ちとせ学習チャレンジ塾

・高大連携
・家庭学習支援事業 (e カレッジ )

・サイエンス会議
・千歳市立図書館との連携

・千歳光科学国際フォーラム
・若年求職者向け就職支援セミナー

…などを行っています。

第２特集　千歳科学技術大学が向かう先に～公立大学法人化の検討と中間報告

Community
Contribution

科技大の公立大学法人化に関する
ご質問・ご意見は …

企画部主幹
（公立大学法人化構想担当）
(（24）0036
▪ＦＡＸ  （22）8852（代表）
▪∨ｅ koritsukakoso@city.chitose.lg.jp ● 市ホームページからもご覧いただけます。https://www.city.chitose.lg.jp/docs/4340.html
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財産区分 土　地 建　物
行政財産 1,282 万 3,690 ㎡ 47 万 7,385 ㎡
公 用 財 産 189 万 3,157 ㎡ 5 万 2,655 ㎡
公共用財産 1,093 万 533 ㎡ 42 万 4,730 ㎡
普通財産 442 万 4,586 ㎡ 1 万 7,420 ㎡
合　　計 1,724 万 8,276 ㎡ 49 万 4,805 ㎡

表で見る平成 2 8 年度決算

まちの家計簿

今月の

焦点 

一般
会計

特別
会計

福 祉 や 教 育 、 消 防 な ど 市 が 行 う 行 政 運
営 の 基 本 的 な 経 費 を 経 理 す る 会 計 で す 。
先 月 の《 家 計 簿 》 を グ ラ フ に し ま し た 。

保 険 料 な ど 特 定 の 収 入 を 財 源 に 特 定 の
事 業 を 行 い 、 一 般 会 計 と は 別 に 経 理 す
る 会 計 で す 。 6 つ の 会 計 ご と に 事 業 を
や り く り し て い ま す 。

土地・建物

《普通財産》のほか、市が使用する《公用財産》、
市民が使用する《公共用財産》とに区分します。

有価証券（株券など）

基　　金（事業資金の積み立てなど／全 16 基金）

出資による権利（団体への資本金）財産
まちの

H29.3.31
現在

36 億 355 万円 2 億 8,309 万円

115 億 2,707 万円 ○財政調整基金 ○農業振興基金 ○
奨学基金 ○公共施設整備基金 ○国

民健康保険事業財政調整基金 ○土地開発基金 ○みんなで、ひと・まちづく
り基金 ○減債基金 ○地域福祉振興基金 ○霊園管理基金 ○ふるさと千歳国際
交流基金 ○職員退職手当基金 ○介護保険事業給付費準備基金　○特定地域
振興基金 ○心のふるさと千歳基金 ○特定防衛施設周辺整備調整交付金基金

会　計　名 歳　入 歳　出 差　 引
国民健康保険（国民健康保険事業を運営するための会計） 94 億 9,228 万円 92 億 4,197 万円 2 億 5,031 万円
土地取得事業（公共施設用地をあらかじめ取得するための会計） 1 億 395 万円 1 億 349 万円 46 万円
公設地方卸売市場事業（公設地方卸売市場を運営するための会計） 3,833 万円 3,817 万円 16 万円
霊園事業（霊園の用地取得や管理運営のための会計） 2,419 万円 2,416 万円 3 万円
介護保険事業（介護保険事業を運営するための会計） 47 億 1,217 万円 45 億 557 万円 2 億 660 万円
後期高齢者医療（後期高齢者の医療保険制度のための会計） 9 億 4,371 万円 9 億 358 万円 4,013 万円

合　　　計 153 億 1,463 万円 148 億 1,694 万円 4 億 9,769 万円

使いみち
が決まっている
お金です。家で封
筒に入れて別会計
にしているお金と
同じです。

民 生 費
32.5%

職 員 費
15.5%

公 債 費
10.6%

教 育 費
8.7%

土 木 費
9.7%

諸支出金
衛生費

5.8%

5.0%

その他
12.2%

市 　 税
38.9%

国・ 道
支出金
24.5%

使用料・手数料など／ 3.2%・12億 2,70３万円

市　債
 7.5%

地 　 方
交 付 税
な 　 ど
18.8%

歳入決算歳出決算

3 8 0 億 6 , 9 9 5 万 円 3 8 5 億 4 , 3 0 0 万 円

149 億 7,955 万円
○固定資産税・都市計画税（74億 841万円）
○市民税 (64 億 8,699 万円 )
○市たばこ税 (8 億 6,787 万円 )

94 億 3,388 万円
○国からの補助金 (68 億 8,893 万円 )
○北海道からの補助金 (25 億 4,495 万円 )

72 億 6,666 万円
○地方交付税 (38 億 2,117 万円 )
○地方消費税交付金 (18 億 1,860 万円 )
○地方譲与税 (8 億 2,382 万円 )

財産収入／ 2.5%・9億 7,379万円
繰入金・繰越金／ 1.8%・6億 9,634万円
諸収入・寄附金／ 2.8%・10億 8,265万円

28 億 8,310 万円

123 億 7,506 万円
○児童福祉 (39 億 400 万円 )

○生活保護 (26 億 5,496 万円 )
○障がい者支援 (22 億 2,867 万円 )

○高齢者福祉 (12 億 5,218 万円 )

59 億 1,056 万円

40 億 5,296 万円

33 億 262 万円
○小中学校 (13 億 3,196 万円 )

○社会教育 (5 億 6,791 万円 )
○保健体育 (8 億 5,058 万円 )

36 億 9,098 万円

22 億 244 万円

18 億 9,557 万円

46 億 3,976 万円
○商工業や観光の振興（10 億 6,086 万円 )

○農林水産業の振興 (7 億 1,055 万円 )

先月に続く
パートツー
（Ⅱ）です。

具
体
的
に

い
き
ま
す
！

子育てや
教育にも力が
入ってます。

財政 進くん 財政 守くん

1 1 月 号 に 引 き 続 き 、 平 成 2 8 年 度 の 決 算 状 況 を お 知 ら せ し ま す

「
使
い
み
ち
」
は

透
明
性
を
持
っ
て
ね

※ 内訳には、主な項目を掲載しています。
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市の財政に関する詳細は
総務部 財政課 財政係
((24)0541 ▪ＦＡＸ (22)8854

一 般 会 計 の 借 入 376 億 113 万円
特 別 会 計 の 借 入 0 万円
公営企業会計の借入 230 億 5,888 万円
合 　 　 　 　 　計 606 億 6,001 万円

財政健全度を判断する指標

指　標 市の比率 国の基準比率
早期健全化 財政再生

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字
比率　　

公営企業を除いた赤字状
況を表すもの 黒字決算 12.39％ 20.0％

連結実質
赤字比率

会計を合算した全体の赤
字状況を表すもの 黒字決算 17.39％ 30.0％

実質公債
費比率　

1 年間の収入に対する借入
金返済額の割合を表すもの 9.9％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比率　　

将来負担する借入金に対
する返済能力を表すもの 71.5％ 350.0％

資金不足比率 公営企業の経営状況の深
刻度を表すもの 該当なし 20.0％

▇ 地方公共団体の財政破綻を防ぐために、平成 20 年から《財政健全
化法》により、全国の地方公共団体は、毎年度、財政の健全度を判断
する指標を算定し、公表しています。
▇ ５つの指標のうち、１つでも市の比率が国の基準比率を超えた場合、
計画的な健全化・再生が義務づけられます。
▇早期健全化の基準を超えると、《財政健全化団体（破綻の一歩手前）》
に、財政再生の基準を超えると、《財政再生団体（破綻）》となります。

公営企業
会計

民 間 企 業 と 同 じ よ う に 、 サ ー ビ ス の
提 供 で 収 入 を 得 て 、 そ の 収 入 で 支 出
を 賄 う 会 計 で す 。 水 道・ 下 水 道・ 病
院 の ３ つ の 企 業 会 計 が あ り ま す 。

平成28年度の
決算状況は、全ての
指標において、健全な
水準にあるといえます。
今後も、バランスのとれ
た財政運営を進めます。
（進くんだけに）

ま
た
ね
～

市が一度に多額のお金を必要とする事業に
認められる《市債》です。道路や学校の建
設や、災害復旧などに限られています。

市債の状況

借金
まちの

H29.3.31
現在

主要事業
H28年度

プレイバック

北陽小学童クラブ新築整備事業 休日夜間急病センター整備事業

公営住宅建替事業第 2庁舎建設事業

3,779万円

8,429万円 1億5,961万円

6億9,641万円

病　院　事　業 水　道　事　業下 水 道 事 業

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

59 億 6,594 万円

60 億 898 万円

6,494 万円

6 億 568 万円

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

37 億 5,907 万円

32 億 5,577 万円

7 億 9,927 万円

17 億 372 万円

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

19 億 6,972 万円

22 億 4,499 万円

3 億 8,667 万円

8 億 9,101 万円

１年間の事業活動で得ら
れる収益と費用を損益計
算の形で表すもの。

《収益的収支》

１年間に支出した施設
の建設経費（借金返済
を含む）と財源収入。

《資本的収支》

9 億 8,977 万円内部留保資金残高20 億 8,187 万円内部留保資金残高5 億 7,677 万円内部留保資金残高

▇ 給水戸数　…　4 万 1,243 戸
市が水道で飲料水を供給している世帯の戸
数。前年度比 639 戸増。
▇ 総配水量　…　1,194 万 7,843 ㎥
飲料水として浄水場から送り出された総水
量。前年度比 0.99％減。
▇ 有収水量　…　1,143 万 9,876 ㎥
総配水量のうち、水道料金収入が得られる
水量。前年度比 0.79％増。
▇ 有収率　　…　95.75％
総配水量に占める有収水量の比率。高いほ
ど良好な状況を示す指標。
前年度比 1.69 ポイント増。

▇ 排水戸数　  …  4 万 1,811 戸
市が下水道の処理を行う区域の世帯の戸
数。前年度比 757 戸増。
▇ 総処理水量  …  2,039 万 3,308 ㎥
処理した下水の総水量。
前年度比 3.68％増。
▇ 有収水量　 …   1,404 万 1,795 ㎥
総処理水量のうち、下水道使用料収入が得
られる水量。前年度比 1.21％増。
▇ 有収率　　…　68.85％
総処理水量に占める有収水量の比率。高い
ほど良好な状況を示す指標。
前年度比 1.68 ポイント減。

▇ 市民病院入院患者数… 5 万 4,933 人
前年度比 3,681 人増。
▇ 市民病院外来患者数…16 万 7,796 人
前年度比 5,894 人減。
▇ 泉郷診療所外来患者数  …      747 人
前年度比 11 人減。
▇ 支笏湖診療所外来患者数 … 714 人
前年度比 108 人減。

内部留保資金は､過去からの利益（黒
字）の蓄積によって生じた資金で、事
業運営に必要な運転資金になります｡

《内部留保資金残高》とは

（そういえ
ば、自立して一人
暮らししている息
子は、ちゃんとや
りくりできてる
かナ…）

仕
送
り

待
っ
て
ま
す
よ
！



運営委員会委員長の 山日 清志（やまひ きよ
し

）さ
ん

パークゴルフではホールイン・ワ
ンを、ボウリングではストライク
をたたき出す、スポーツマンです。

　
　
千
歳
市
若
返
り
学
園
は
、

　
　
　
　
　
　
　
60
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
明
る
く
健
や
か
に
、
そ
し
て

　
　
　
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、
昭
和
49
年
か
ら
市
が

提
供
し
て
い
る
《
学
び
の
場
》
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

活
動
風
景
や
若
々
し
い
笑
顔
の
写
真
を
お
届
け
し
ま
す
。

パークゴルフ大会（７月５日）

▲ダンスサークル（11 月 10 日）

◀▼ 健康体操
サークル

（６月 22 日）
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若
返り学園は、年度ごとに、４月
上旬の申込期間満了日時点で 60

歳以上の市民の方であれば、誰でも入会
いただけます。地域（コミセン）単位で
７つの学級を設け、それぞれの活動を楽
しんでいただくほか、ダンス、合唱、短
歌など８つのサークル活動の機会も提供
しています。また、学園行事として青葉
公園ハイキング、パークゴルフ大会、市
外へのバス見学、映画鑑賞会などを開催。
1月末に開催する室内ゲーム大会までの
間に 7つ以上の学園行事に参加された
方には、年度末の閉講式で修了証書が交
付されます。会員数は現在 416 人、最
年長者は 95 歳です。会員の皆さんは、
行事内容だけではなく、人と会うこと、
人と話をすることが楽しいと言います。
「聴いてくれる相手がいる」だけで、喜
びになるのです。一人一人にとって《ゆ
るやかな居場所》・《ホッとできる居場所》
と実感していただけると思います。ぜひ、
皆さんで若々しい時間を楽しみましょう。

教育委員会
生涯学習推進
主任アドバイザー

温
ぬ く い

井 文
ふ み お

雄

若返り学園の詳細は

千歳市教育委員会
生涯学習課 社会教育係

(（24）0848　     ▪ＦＡＸ  （27）3770

　
　

  委
員

長とサークル講師の皆さん（５月 12 日開講式）

笑 顔 が 一番で

す
。

▼書道サークル
（11月９日）

▼絵手紙サークル
（11月15日）

ミニボウリング大会
（11 月 17 日）

▼俳句サークル（11月21日）

学
ぶ
た
め
だ
け
に
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
と
会
え
る
か
ら
参
加
す
る
の
で
す
。（
70
歳
代
女
性
会
員
）

先
生
の
優
し
い
言
葉
に
、
毎
回
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。（
90
歳
代
男
性
会
員
）

取材にお邪魔した際に、たくさんの皆さ
んから温かい声をかけていただきまし
た。こころから感謝を込めて…。（広報係）

今年度の受講申込受付は終了しています。来年度の
受付は平成 30 年 4 月に行う予定です。詳細は広
報ちとせ平成 30 年 3 月号をご覧ください。
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(
は
、
直
通
電
話
、　 

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、
市
役
所
の
代
表

(　
(24)
３
１
３
１
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■FAX

I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  Nトヒック T O P I C

。お 知 ら せ

【
凍
結
予
防
】

▼
部
屋
が
暖
か
く
て
も
床
下
が
冷

え
る
と
凍
り
ま
す
▼
床
下
の
換
気

口
を
閉
め
、
冷
た
い
風
が
入
る
の

を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
▼
数

日
間
で
も
留
守
に
す
る
と
き
は
、

水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
抜
き
操
作
確
認
】

▼
水
抜
栓
の
レ
バ
ー
を
「
止
」
の

方
向
に
回
し
て
か
ら
蛇
口
を
あ
け

て
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
▼
水
抜

き
操
作
を
し
て
も
水
の
落
ち
が
悪

い
と
き
、
水
抜
栓
か
ら
水
が
漏
れ

る
音
が
聞
こ
え
る
と
き
は
、
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
凍
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
】

▼
解
氷
な
ど
は
《
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
》
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
12
月
号
号
外

「
水
道
凍
結
注
意｣

か
水
道
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

冬
期
間
の

水
道
凍
結
に
ご
注
意
を

水道局
1階　

(22)
８
８
１
０

■FAX 
(24)
３
２
５
４

水
道
局
管
路
維
持
課

水
道
維
持
係

市
役
所
の
仕
事
納
め
と
仕
事
始
め

［ 

年
内 

］
12
月
28
日

（木） 
17
時
15
分
ま
で

［ 

新
年 

］
１
月
４
日

（木） 

８
時
45
分
か
ら

　

結
婚
、
出
産
や
死
亡
な
ど
の
戸

籍
に
関
す
る
届
出
は
、
休
業
期
間

中
も
、
市
役
所
地
下
の
管
理
室
で

24
時
間
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
業
日

は
、
12
月
29
日
㈮
か
ら
平
成
30
年

１
月
３
日
㈬
ま
で
で
す
。

　

主
な
手
続
き
や
各
施
設
の
窓
口

は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
籍
な
ど
の
届
け
出

本庁舎
１階１

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
２
６
４

市
民
課

市
民
係

市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
入

【
年
内
の
受
付
】

12
月
28
日
㈭ 

20
時
ま
で

●
市
税

●
国
民
健
康
保
険
料

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
市
民
病
院
の
休
診
日
】
12
月
29

日
㈮ 

～ 

平
成
30
年
１
月
３
日
㈬ 

【
支
笏
湖
診
療
所
・
泉
郷
診
療
所

の
休
診
日
】
12
月
29
日
㈮ 

～ 

平

成
30
年
１
月
３
日
㈬ 

施設名
12月 １月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

千歳駅市民サービスセンタ－ 19時
閉館 休館

総合福祉センター 休館
各コミセン 休館 休
東雲会館 休館
末広会館 休館 館
労働会館 休館
ちとせっこセンター、げん
きっこセンター、各児童館 休館
青少年会館 休館
北ガス文化ホール 休館
市民ギャラリー 休館
ミナクール 休館
公民館 休館
図書館（ブッくん含む） 休館
埋蔵文化財センター 休館
ダイナックスアリーナ 15時

閉館 休館
武道館 15時

閉館 休館
ふれあいセンター 15時

閉館 休館
温水プール 休館
そなえーる  休館
葬斎場 休館

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

急病セ
ンター

(25)
６
１
７
１

■FAX 
(25)
６
１
３
１

救
急
医
療
課

救
急
医
療
係

市
民
病
院
と
診
療
所

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

(24)
３
０
０
０

■FAX
(24)
３
０
０
５

市民病
院２階

内線 232

《
12
月
27
日
～
28
日
（
平
日
）》

19
時
～
翌
朝
７
時

《
12
月
29
日
～
平
成
30
年
１
月
３
日

（
年
末
年
始
）》
９
時
～
翌
朝
７
時

《
平
成
30
年
１
月
４
日
～
５
日（
平

日
）》　

19
時
～
翌
朝
７
時

《
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
曜
日
）》

14
時
～
翌
朝
７
時

《
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
曜
日
）》

９
時
～
翌
朝
７
時

　
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
診
療
時

間
（
内
科
系
初
期
救
急
）
は
次
の
と
お

り
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
救
急
当
番
医
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
み
・
し
尿
の
取
り
扱
い環境セ

ンター

(23)
２
４
９
２

■FAX 
(23)
２
１
１
０

廃
棄
物
対
策
課

廃
棄
物
対
策
係

付
は
16
時
30
分
ま
で
で
す
。）

【
大
型
ゴ
ミ
個
別
収
集
の
受
付
休

業
日
】
12
月
29
日
㈮ 

～ 

平
成
30

年
１
月
３
日
㈬ 

( 

（23）
２
６
８
５  　

（26）
０
０
２
３

【
し
尿
く
み
取
り
の
受
付
休
業
日
】

12
月
29
日
㈮ 

～ 

平
成
30
年
１
月

３
日
㈬ 

（
年
内
の
く
み
取
り
は
、

12
月
22
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
）

( 

（23）
５
３
１
１  　

（23）
１
２
９
７

■FAX

【
家
庭
ご
み
収
集
の
休
業
日
】
12
月

31
日
㈰
～
平
成
30
年
１
月
３
日
㈬ 

【
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み
受
け
入
れ

の
休
業
日
】
12
月
31
日
㈰
～
平
成

30
年
１
月
３
日
㈬
（
休
業
日
前
後

は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
最
終
受

■FAX

くらし

本庁舎
１階５

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
１
６
９

納
税
課

納
税
係

本庁舎
１階３

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
２
８
７

国
保
医
療
課

収
納
係
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ

シ
ル
バ
ー
お
で
か
け
パ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

本庁舎
４階43

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
８
９
７

企
画
部
主
幹

（
交
通
政
策
担
当
）

　
《
シ
ル
バ
ー
お
で
か
け
パ
ス
》

を
利
用
す
る
と
、
10
時
か
ら
16
時

ま
で
の
間
に
最
初
の
バ
ス
停
を
出

発
す
る
市
内
路
線
バ
ス
に
、
１
回

１
０
０
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
75
歳

以
上
の
方

※
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
方
も
、申
請
で
き
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
①
カ
ラ
ー

の
顔
写
真
（
4.5
㎝
×
3.5
㎝
）、
②

印
鑑
、
③
本
人
確
認
書
類
（
健
康

保
険
証
な
ど
）

※
申
請
時
は
、
ご
本
人
の
方
が
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
バ
ス
会
社
】
中
央
バ

ス
、
千
歳
相
互
観
光
バ
ス
、
道
南

バ
ス
、
あ
つ
ま
バ
ス

※
中
央
バ
ス
「
千
歳
線
」（
札
幌

タ
ー
ミ
ナ
ル
～
千
歳
駅
前
間
）
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
あ
つ
ま
バ
ス
「
千
歳
線
」
は
、

千
歳
駅
～
新
千
歳
空
港
間
に
限
り

利
用
で
き
ま
す
。

あ
っ
た
か
灯
油
事
業
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

本庁舎
１階９

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
２
９
２

福
祉
課

総
務
係

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
、

暖
房
費
の
一
部
と
し
て
１
世
帯
１
万

円
を
支
給
す
る
「
あ
っ
た
か
灯
油

事
業
」
の
申
請
を
受
付
中
で
す
。

【
対
象
】
①
か
ら
⑥
の
全
要
件
に
当

て
は
ま
る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、

申
請
日
か
ら
支
給
日
ま
で
引
き
続

き
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
方
が
い

る
世
帯　
▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯

②
申
請
日
の
直
近
１
年
間
の
世
帯

収
入
合
計
額
、
申
請
日
に
お
け
る

世
帯
全
員
の
預
貯
金
合
計
額
が
基

準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

【
募
集
住
戸
】
サ
ー
モ
ン
リ
バ
ー

ハ
イ
ツ
／
稲
穂
４
丁
目
10-

16
／

１
Ｄ
Ｋ
／
２
戸　

※
オ
ー
ル
電
化
、
24
時
間
緊
急
時

高
齢
者
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

本庁舎
３階 31

(22)
８
８
５
３

■FAX 
(24)
０
４
２
７

市
営
住
宅
課

住
宅
管
理
係

③
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

こ
と

④
対
象
と
な
る
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
が
社
会
福
祉
施
設
や
医
療
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
別
世
帯
の
市
民
税
課
税
者
と
同

居
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
同
居
し
て
い
る
方
と
申
請
が
重

複
し
な
い
こ
と

【
支
給
日
】
申
請
月
の
翌
月
末

【
申
請
方
法
】
申
請
書
（
市
指
定

用
紙
）、
印
鑑
、
給
与
明
細
書
や

年
金
振
込
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳

（
申
請
日
に
記
帳
し
た
も
の
）
な

ど
世
帯
全
員
の
直
近
１
年
間
の
収

入
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

【
申
請
期
間
】平
成
30
年
２
月
28
日

㈬
ま
で

※
受
付
は
、
土
日
祝
日
と
年
末
年

始
（
12
月
29
日
～
平
成
30
年
１
月

３
日
）
を
除
く
９
時
～
17
時
。

※５人以上の世帯はお問い合わせください。
※収入には給与や年金 ､ 児童手当など全ての
　収入を含みます。

世帯人数 収入基準額 預貯金基準額
１人 1,332,000円   486,000円
２人 1,920,000円   744,000円
３人 2,376,000円   954,000円
４人 2,832,000円 1,000,000円

【世帯収入・預貯金上限額】

冬
休
み
限
定
！
市
内
バ
ス

幼
児
運
賃
を
無
料
化
し
ま
す本庁舎

４階43

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
８
９
７

企
画
部
主
幹

（
交
通
政
策
担
当
）

　

冬
休
み
期
間
中
（
12
月
23
日
～

平
成
30
年
１
月
21
日
）、
未
就
学

児
に
限
り
、
市
内
バ
ス
の
幼
児
運

賃
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
家
族
で

お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
市
内
の

路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
バ
ス
会
社
】

▼
千
歳
相
互
観
光
バ
ス
株
式
会
社

（
全
区
間
）

▼
道
南
バ
ス
株
式
会
社（
全
区
間
）

▼
あ
つ
ま
バ
ス
株
式
会
社
（
千
歳

駅
～
新
千
歳
空
港
間
）

札
幌
信
用
金
庫
の
合
併
・

名
称
変
更
の
お
知
ら
せ

本庁舎
１階１

(49)
７
１
３
１

■FAX 
(24)
０
７
６
７

会
計
課

出
納
係

　

札
幌
信
用
金
庫
が
、
平
成
30
年

１
月
１
日
付
け
で
北
海
信
用
金

庫
、
小
樽
信
用
金
庫
と
合
併
し
、

名
称
を
《
北
海
道
信
用
金
庫
》
に

変
更
し
ま
す
。

　

市
税
な
ど
の
口
座
振
替
や
、
市

か
ら
の
支
払
い
に
関
す
る
振
込
は

従
来
ど
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
既

に
市
に
口
座
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
新
た
に
変
更
な
ど
の
手
続

き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
後
に
、
新
規
口
座
振
替
の

申
し
込
み
や
振
込
先
銀
行
名
の
届

け
出
な
ど
を
行
う
と
き
は
、
新
金

庫
名
・
新
支
店
名
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
応
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
サ
ー
ビ
ス

（
別
途
費
用
）
が
あ
り
ま
す
。

【
入
居
資
格
】
60
歳
以
上
で
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
方

【
家
賃
】
４
万
７
０
０
０
円

　
　
　

 

～
４
万
９
０
０
０
円

※
収
入
に
応
じ
て
補
助
が
あ
り
ま

す
（
別
途
共
益
費
が
必
要
で
す
）。

【
敷
金
】
家
賃
の
２
か
月
分

【
申
込
先
】
パ
ナ
ホ
ー
ム
㈱
現
地

事
務
所
（
稲
穂
４
丁
目
）


　

(26)
２
４
０
１　

※
即
入
居
・
見
学
可
。

※
資
料
は
、
現
地
事
務
所
ま
た
は

市
営
住
宅
課
で
配
布
。

※
民
間
事
業
者
の
賃
貸
住
宅
で
す
。

　

ま
た
、
市
税
な
ど
の
納
付
場
所

に
《
札
幌
信
用
金
庫
》
と
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
は
《
北
海
道
信
用

金
庫
》
に
読
み
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
合
併
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

さ
っ
し
ん
ひ
ま
わ
り
テ
レ
ホ
ン
バ

ン
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(
０
１
２
０
（
８
０
３
）
６
１
３

（
平
日
の
９
時
～
17
時
）

【
と
き
】
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭ 

11
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス

千
歳
（
本
町
４
丁
目
４
）

【
会
費
】
２
０
０
０
円（
申
込
時
に

納
入
）

【
申
込
期
限
】
12
月
18
日
㈪

【
申
込
先
】
市
役
所
２
階 

総
務
課

新
年
交
礼
会
の

ご
案
内

本庁舎
２階 20

(22)
８
８
５
２

■FAX 
(24)
０
１
０
９

総
務
課

総
務
係

平成 29年１月４日開催の新年交礼会
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公募

I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  N

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

本庁舎
４階 42

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
５
３
５

契
約
管
財
課

契
約
係

　

競
争
入
札
の
参
加
や
競
争
入
札

参
加
資
格
の
業
種
の
追
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】①
建
設
工
事
、
②
設
計
な

ど
、
③
物
品
購
入
な
ど
、
④
業
務

委
託
、
⑤
電
力
供
給

【
対
象
】平
成
30
・
31
・
32
年
度
に

市
が
発
注
す
る
各
種
契
約
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

【
資
格
の
有
効
期
間
】
平
成
30
年

４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月
31
日

【
申
請
書
類
】
申
請
書（
市
指
定
用

紙
）
▼
82
円
切
手
貼
付
の
返
信
用

封
筒
▼
市
税
と
消
費
税
の
納
税
証

明
書
な
ど

※
申
請
書
は
、
契
約
管
財
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

【
申
請
方
法
】
持
参
ま
た
は
郵
送

※
業
種
追
加
の
希
望
者
の
み
郵
送

可（
〒
066-

8686　
東
雲
町
２
丁
目
34 

千

歳
市 

総
務
部 

契
約
管
財
課 

契
約
係
）。

【
受
付
場
所
】市
役
所
本
庁
舎
４
階

42
番 

契
約
管
財
課
契
約
係

【
受
付
期
間
】平
成
30
年
１
月
15
日

～
２
月
２
日
（
平
日
９
時
～
11
時

30
分
と
13
時
～
16
時
）

計
画
素
案
の
意
見
公
募
を

実
施（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

【
公
募
期
間
】
12
月
15
日
～
平
成

30
年
１
月
15
日

【
素
案
の
公
表
場
所
】
担
当
窓
口
、

市
民
ロ
ビ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
１
階
）、
北

ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
公

民
館
、ミ
ナ
ク
ー
ル
、各
コ
ミ
セ
ン
、

各
支
所
、
千
歳
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
の
提
出
方
法
】
意
見
書
（
市

指
定
用
紙
）
に
住
所
、
氏
名
（
法

人
・
団
体
は
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
名
）、
電
話
番
号
を
明
記（
無
記

入
は
意
見
と
し
て
取
り
扱
い
ま
せ

ん
）し
、意
見
箱
に
投
入
・
郵
送（
〒

066-

8686　
東
雲
町
２
丁
目
34 

宛
先
各

計
画
担
当
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

（
高
齢
者
支
援
課 koreishien@

city.chitose.lg.jp

／
障
が
い
者
支

援
課 shogaishien@

city.chitos
e.lg.jp

）
で
提
出

※
意
見
書
は
、
素
案
の
公
表
場
所

で
入
手
可
。

　

市
民
病
院
の
今
後
の
健
全
な
病
院

運
営
の
推
進
に
当
た
り
、
ご
意
見
を

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】
中
期
経
営
計
画[

改

訂
版]

の
進
捗
状
況
の
評
価
、
市

民
病
院
の
経
営
全
般
に
お
け
る
諸

課
題
の
調
査
研
究
な
ど

【
募
集
人
員
】
２
人

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
75
歳
未
満
（
任
期
開
始
日
時
点
）

の
方
で
、
平
日
の
夜
間
に
開
催
す

る
会
議
に
参
加
で
き
る
方

※
会
議
開
催
は
年
２
回
程
度
（
予
定
）。

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
任
期
】
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間

【
応
募
方
法
】
所
定
の
応
募
用
紙
に

応
募
動
機
な
ど
必
要
事
項
を
記
入

し
持
参
・
郵
送
・Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
民
病
院
経
営

企
画
課
、
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
可
。
ま
た
、
ご
希
望

の
方
に
は
郵
送
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】
平
成
30
年
１
月
26
日

㈮
（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

【
応
募
先
】
〒
066-

8550　
北
光
２
丁
目

１ -

１ 

市
立
千
歳
市
民
病
院 

経
営

戦
略
室 

経
営
企
画
課 

企
画
係

Ｅ
メ
ー
ル
：keieikikaku@

city.
chitose.lg.jp

【
選
考
】
書
類
審
査
の
後
、
２
月
上

旬
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

市
民
病
院
経
営
懇
話
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
病
院
事
務
局

経
営
企
画
課
企
画
係

(24)
３
０
０
０

■FAX
(24)
３
０
０
５

市民病
院２階

内線 538

▼
千
歳
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
７
期
千
歳
市
介
護
保
険
事

業
計
画
（
平
成
30
～
32
年
度
）

本庁舎
１階９

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
２
９
５

高
齢
者
支
援
課

高
齢
福
祉
係

計画担当▼
千
歳
市
障
が
い
者
計
画
・
第
５
期
千

歳
市
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
千
歳
市

障
が
い
児
福
祉
計
画（
平
成
30
～
32
年
度
）

本庁舎
１階８

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
２
７

障
が
い
者
支
援
課

自
立
支
援
係

計画担当

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
《
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
》
は
、
全
国

自
治
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
自
由
ヶ
丘
町
内
会

が
助
成
金
を
活
用
し
て
ユ
ニ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
や
調
理
台
な
ど
を
購
入
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
生
活
課
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.jichi-sogo.jp/lotte

ry/com
unity

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
の
助
成
金
を
地
域

振
興
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

本庁舎
３階 36

(22)
８
８
５
３

■FAX 
(24)
０
１
８
３

市
民
生
活
課

市
民
生
活
係職員

募集

●
正
職
員

【
職
種
・
人
員
な
ど
】①
理
学
療
法

士
／
１
人
／
理
学
療
法
士
免
許
証

を
有
す
る
方
（
資
格
取
得
見
込
み

可
）　

②
作
業
療
法
士
／
１
人
／

作
業
療
法
士
免
許
証
を
有
す
る
方

（
資
格
取
得
見
込
み
可
）

市
民
病
院
の
職
員
を

募
集
し
ま
す

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

(24)
３
０
０
０

■FAX
(24)
３
０
０
５

市民病
院２階

内線 233

［
①
②
共
通
］
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
／
採
用
後

に
市
内
居
住
が
可
能
な
方

【
給
与
】大
学
４
卒 

18
万
４
４
０
０
円

／
短
大
３
卒  

17
万
３
２
０
０
円

【
採
用
予
定
】
平
成
30
年
４
月
１

日
（
資
格
取
得
見
込
者
は
１
か
月

間
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
）

【
試
験
日
程
】
▼
１
次
試
験
／
性
格

適
性
検
査
、
小
論
文
、
個
別
面
接
／

平
成
30
年
１
月
28
日
㈰ 

９
時
～
17

時
予
定
／
市
民
病
院
２
階
講
義
室

▼
２
次
試
験
／
身
体
検
査
／
日
程

は
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

【
申
込
書
類
】受
験
申
込
書
・
履
歴

書
（
市
指
定
用
紙
）、
面
接
シ
ー
ト

（
指
定
用
紙
）、
資
格
免
許
証
の
写
し

（
有
資
格
者
）、
成
績
証
明
書
・
卒
業

見
込
証
明
書
（
資
格
取
得
見
込
者
）

【
申
込
期
限
】
平
成
30
年
１
月
18
日

㈭（
郵
送
は
簡
易
書
留
で
同
日
必
着
）

【
申
込
先
】〒
066
‐8550 

北
光
２
丁
目

１-

１　

市
立
千
歳
市
民
病
院 

事

務
局 

総
務
課 

総
務
係

●
臨
時
職
員

【
職
種
・
人
員
な
ど
】③
看
護
助
手

若
干
名
／
７
時
間
勤
務
（
６
時
～

14
時
、
11
時
～
19
時
、
13
時
～
21

時
の
シ
フ
ト
制
）
／
未
経
験
者
可 

④
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク　

若
干

名
／
８
時
30
分
～
17
時
の
う
ち
７

時
間
勤
務

【
報
酬
】
③
時
給
１
０
０
０
円
／

④
時
給 

８
４
０
円
（
経
験
年
数
な

ど
に
応
じ
て
加
算
）

【
申
込
方
法
】
事
前
連
絡
の
上
、
履

歴
書
を
持
参（
面
接･

採
用
は
随
時
）
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納
税
課 

(　
（24）
０
１
６
９  

　　
（22）
８
８
５
１

12
月
は
、
個
人
市
民
税
・
道
民
税
の
第
４
期
の
納
付
月
で
す
。
市
税
納
付
夜
間
相
談
日
は
28
日
㊍
（
20
時
ま
で
）
で
す
。

■FAX

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

職種 募集人員 勤務箇所 月額報酬 受験資格 主な職務内容年齢要件（生年月日）
危機管理推進
員(早期有り)

２人 危機管理課 155,700円 ▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶パソコ
ンの基本操作が可能

一般事務､防災訓練の企画､研修会運
営､自衛隊との連絡調整など昭和37年４月２日以降

児童指導員
(早期有り)

17人 子育て総合支援センター 143,100円 ▶いずれかの要件を満たす ①教育職員普通免許､保育
士、社会福祉士の資格有り ②大学か大学院で社会福祉
学､心理学､教育学､社会学､芸術学､体育学を専修する学
科･研究科･これらに相当する課程を修め卒業 ③学歴高
卒以上､保育所や児童相談所などの実務経験２年以上

児童の健全育成業務（児童館・
児童クラブ業務）

昭和29年４月２日～平成10年４月１日

防災学習交流
施設管理員

１人 防災学習交流施設 145,600円 ▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶パソ
コンの基本操作が可能▶防災に関する知識と経験
有り

施設の機器管理･操作点検･維持
管理､各種工作･整備作業､防災学
習の企画実行､来館者受付･見学
体験補助､使用料授受の事務処理
など(シフト･土日祝日勤務有り)昭和38年４月２日以降

外郭団体
推進員

１人 市民生活課 150,700円 ▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶パソコ
ンの基本操作が可能▶出納関連実務経験１年以上

外郭団体の経理伝票作成などの
事務処理業務昭和33年４月２日以降

介護給付
適正化推進員

１人 高齢者支援課 155,700円 ▶学歴高卒以上▶保健師、助産師、看護師、社会
福祉士、介護支援専門員いずれかの資格有り▶要
普通自動車運転免許▶パソコンの基本操作が可能

介護給付費適正化のためのケア
プラン点検、点検後のアドバイ
スなど昭和33年４月２日～平成８年４月１日

収納推進員 ２人 国保医療課 155,700円 ▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶一般事
務実務経験３年以上

保険料の収納推進事務、納付調査、
督励、収納、納付指導など昭和29年４月２日～平成７年４月１日

環境監視員 １人 環境課 150,700円 ▶学歴中卒以上▶要普通自動車運転免許(ＡＴ限定
免許除く)▶パソコンの基本操作が可能

市内の環境保全に関する監視、
巡視、指導昭和37年４月２日以降

生活支援員
(就労支援担当)

１人 福祉課 150,700円 ▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶パソコ
ンの基本操作が可能

生活困窮者の就労相談業務、諸制度
の活用の助言、記録票の作成など昭和33年４月２日～昭和63年４月１日

総合福祉セン
ター管理員

１人 健康づくり課 145,600円 ▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶パソコ
ンの基本操作が可能

総合福祉センター受付･案内､施設
管理(シフト･土日祝日勤務有り)昭和32年４月２日以降

管理栄養士 １人 市民健康課 160,700円 ▶管理栄養士の資格有り▶要普通自動車運転免許
▶特定保健指導の実務経験有り

特定健診・特定保健指導に関
する栄養指導業務昭和42年４月２日以降

予防接種
看護師

１人 母子保健課 160,700円 ▶看護師の資格有り▶要普通自動車運転免許▶看
護師業務の実務経験３年以上▶パソコンの基本操
作が可能

予防接種業務、集団接種の事前準
備や当日の接種業務、個別接種に
関する医療機関との調整など昭和43年４月２日以降

母子・父子
自立支援員

２人 こども家庭課 160,700円 ▶学歴高卒以上▶いずれかの要件を満たす ①福
祉関係の相談業務の実務経験有り ②臨床心理士
の資格有り ③一般事務の実務経験３年以上

母子･父子家庭などの相談指
導、就労支援、諸制度の説
明・助言など昭和30年４月２日～昭和53年４月１日

家庭児童
相談員

１人 こども家庭課 160,700円 ▶学歴短大卒以上▶要普通自動車運転免許▶いずれ
かの要件を満たす ①児童福祉司の経験有り ②社会
福祉士･精神保健福祉士･医師･保健師･助産師･看護
師･保育士､教育職員(普通)いずれかの資格有り

18歳未満の子ども･家庭､妊産婦
などの実情把握､相談対応､指導､
訪問業務や関係機関との連携業
務など昭和30年４月２日～平成７年４月１日

子育てコン
シェルジュ

１人 子育て総合支援センター 145,600円
▶学歴高卒以上▶要普通自動車運転免許▶いずれ
かの要件を満たす ①大学か大学院で児童福祉学､
社会福祉学､児童学､心理学､教育学､社会学を専修
する学科･研究科･これらに相当する課程を修め卒
業 ②社会福祉士､精神保健福祉士､保健師､看護師､
保育士､教育職員(普通)いずれかの資格有り

保育・教育施設の情報提供、子育て
支援事業などの提案、専門機関との
連絡調整のほか育児に不安を抱える
家庭への家庭訪問など昭和29年４月２日～平成９年４月１日

栄養士 １人 こども療育課 140,600円 ▶学歴短大卒以上▶要普通自動車運転免許▶栄養士
の資格有り

食物アレルギーや障がいに応じ
た給食献立作成､衛生管理業務昭和37年４月２日～平成３年４月１日

児童・
生徒ヘルパー

４人 学校教育課 135,600円 ▶学歴高卒以上 特別支援学級設置校(小･中学校)での
児童生徒の介助や教員の補助など昭和37年４月２日～昭和53年４月１日

専門指導員
１人 青少年課 170,600円 ▶学歴短大卒以上▶要普通自動車運転免許▶教育

職員普通免許の資格有り▶教育関係の実務経験３
年以上

学校適応指導教室｢おあしす｣での児
童生徒の指導､不登校児童への支援
業務など(学校･家庭訪問業務有り)昭和32年４月２日～平成４年４月１日

生涯学習推進
アドバイザー

１人 生涯学習課 145,600円 ▶教職員普通免許か保育士資格有り▶要普通自動
車運転免許▶実務経験５年以上､家庭教育の識見
有り▶パソコンの基本操作が可能

家庭教育事業の企画立案､調整､
実施業務など昭和38年４月２日～昭和63年４月１日
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ひ な

菜　さん

年末年始のごみ収集に
ご理解とご協力を…
廃棄物対策課 廃棄物対策係
((23)2110  ▪ＦＡＸ (23)2492

環境センター 

やってみて !!
あなたもできる
リサイクル
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語
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月
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国
民
健
康
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
第
７
期
】の
納
付
月
で
す

18広報ちとせ 平成 29(2017) 年 12 月号

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

通
常
の
保
険
証
は
、
有
効
期
限

の
短
い《
短
期
被
保
険
者
証
》や
、

医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
と
な

る
《
資
格
証
明
書
》
へ
と
切
り

替
わ
り
ま
す
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ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の

給
付
が
差
し
止
め
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
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特
別
な
事
情
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

例年、年明けの収集日には、
多量のごみが排出されます。
環境センターでは、体制を
強化し、早期にごみの収集
を終えるよう、通常とは異
なる経路、時間帯で収集に
当たるため、ごみステーショ
ンによっては、収集車の到
着時間が普段どおりになら
ないことがあります。ごみ
を出すときは、分別のうえ、
収集日の朝８時 30 分まで
に排出してください。
また、環境センターへのご
みの持ち込みですが、年末
年始は大変混み合いますの
で、時間に余裕を持ってお
越しください。
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ

【受付時間】８時30分～16時30分
※年末年始の受入は14ページ参照。

国道36号を苫小牧に向かって、
信号《美々》を左折。道なりに進み、
ＪＲの踏切を渡ると、左手に計量
所がありますので、ここで受付を
済ませてから指示場所に搬入して
ください。（10kgにつき60円の
手数料がかかります。）
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年
ご
と
に
更
新

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
更
新
の
案
内
や

申
込
書
が
、《
札
幌
市
下
水
道
資
源

公
社
》
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
千
歳
市
水
道
局
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
資
格
登
録
期
間
が
平
成

30
年
３
月
31
日
で
満
了
す
る
資
格

登
録
者

【
受
付
期
間
】
平
成
30
年
１
月
10
日

～
18
日
（
平
日
の
９
時
～
12
時
と

13
時
～
16
時
30
分
）

【
更
新
方
法
】
市
水
道
局
管
路
維
持

課
給
排
水
係
で
受
付
手
続
き
終
了

後
、
更
新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
布

【
手
数
料
】
７
０
０
０
円
（
更
新
手

数
料
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）、
資
格
認

定
証
交
付
な
ど
の
手
数
料
と
し
て
）

※
専
用
の
郵
便
振
替
用
紙
に
て
郵

便
局
で
お
支
払
い
願
い
ま
す
。

【
内
容
】「
勝
ち
残
る
た
め
の
経
営
戦

略
～
イ
ク
ボ
ス
式
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

講
師 

川
島 

高
之 

氏
（
NPO
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
理
事
）

【
対
象
】企
業
・
事
業
所
の
経
営
者
、

人
事
・
労
務
管
理
担
当
者
、
テ
ー

マ
に
関
心
の
あ
る
方

【
と
き
】
平
成
30
年
１
月
24
日
㈬

14
時
～
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル

４
階
大
会
議
室

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
１
０
０
人

【
申
込
方
法
】
平
成
30
年
１
月
15

日
㈪
ま
で
に
、
電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ

メ
ー
ル
（shokuin@

city.chitose.
lg.jp

）･

申
込
フ
ォ
ー
ム（https://

w
w

w
.harp.lg.jp/6xfL8biE

）の

い
ず
れ
か
で
、
必
要
事
項
（
会
社

名
、
所
属
、
役
職
、
氏
名
、
電
話

番
号
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ち
と
せ
イ
ク
ボ
ス
推
進
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

本庁舎
４階 41

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
５
０
２

職
員
課
主
査（
人

事
戦
略
担
当
）



ルールを守ってキレイなまちへ！

皆 さ ん の 「 声 」 に お 答 え し ま す

《声のらん》では、「市長への手紙・ポスト」などに寄せられた
声とその答えをご紹介しています。疑問に思っていることなど
お手紙でお寄せください。市民の皆さんの参考になる問答をご紹
介します。（内容確認のため、連絡先と名前をご記入ください。）
【〒066-8686／東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

声のらんＶＯＩＣＥ

Public Voices
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最
近
、
千
歳
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
ご
み
の
排
出
方
法

に
つ
い
て
は
「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ち
と
せ
」
な
ど
で
わ
か
り

ま
し
た
が
、
資
源
物
の
排
出
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
ル
ー
ル

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　《
20
歳
代
女
性
》

ご
み
や
資
源
物
排
出
の

千
歳
の
ル
ー
ル
は
？

３
つ
の
お
願
い
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

答 声

廃
棄
物
対
策
課 

廃
棄
物
対
策
係


(23)
２
１
１
０

(23)
２
４
９
２

■FAX

お答え
します

　

千
歳
で
は
、
市

が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ト
レ
イ
等
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

び
ん
、
空
き
缶
の

《
４
種
資
源
物
》

を
、
無
料
で
回
収

し
て
い
ま
す
。

　
排
出
に
当
た
っ

て
は
、
４
種
資
源
物
を
透
明
・
半

透
明
の
袋
に
入
れ
て
、
町
内
会
や

集
合
住
宅
の
所
有
者
が
管
理
す
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
指
定

す
る
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
町
内
会
で
は
、
集

団
資
源
回
収
と
し
て
、
資
源
庫

で
の
回
収
や
個
別
回
収
の
ほ

か
、
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に

別
途
回
収
箱
を
設
置
し
、
空
き

缶
を
回
収
す
る
な
ど
、
独
自
に

資
源
物
の
回
収
方
法
を
決
め
、

ご
み
の
減
量
、
資
源
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
資
源
物
を
出
す
と
き
は
、
こ

れ
ら
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
家
庭
か
ら
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、

千
歳
市
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に

基
づ
き
、
市
が
収
集
運
搬
・
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
排
出
さ

れ
た
ご
本
人
以
外
の
方
が
、
勝
手

に
ご
み
袋
を
開
け
る
な
ど
し
て
持

ち
出
す
こ
と
は
、
市
の
収
集
運
搬

や
処
理
は
も
と
よ
り
、
個
人
情
報

の
保
護
な
ど
の
観
点
か
ら
も
不
適

切
な
行
為
で
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
、
袋
を
開
け
る

な
ど
し
て
、
ご
み
を
持
ち
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
使
用
す
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

は
、
設
置
し
た
町
内
会
や
集
合
住

宅
の
所
有
者
な
ど
が
行
っ
て
い
ま

す
が
、
排
出
の
と
き
に
分
別
さ
れ

て
い
な
い
、
収
集
日
に
出
し
て
い

な
い
な
ど
、
不
適
正
な
排
出
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
み
の
排
出
方
法
な
ど
の
ル
ー

ル
を
守
り
、
維
持
管
理
に
協
力
す

る
な
ど
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お

願いごと

1
ル
ー
ル
に
従
っ
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い

お

願いごと

2
ご
み
袋
を
開
け
る
な

ど
し
て
持
ち
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

お

願いごと

3

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
き
れ
い
に
使
い
ま

し
ょ
う

★
★★
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すくすくの日〈身長体重計測〉

おおきくなったかな～身体計測日

こども園を見てみよう！
〈認定こども園つばさの見学〉

休日開館日

あそびの芽～大きな紙でお
絵描き～〈ダイナミックにお
絵描きを楽しみましょう〉

休日開館日

12/17㊐ 10:00-16:00

12/21㊍ 11:00-11:30

1/9 ㊋ 11:00-11:30

12/19㊋ 10:00-

あそびの芽～正月あそびを楽し
もう！～〈昔ながらの正月あそ
びを楽しみましょう〉

12 月の誕生会〈手型や足型を
とってお祝いしましょう♪〉

12/18㊊ 11:00-12:00

すくすくの日 栄養相談〈栄養
士来館日〉

12/20㊌ 10:00-12:00

リズムであ・そ・ぼ♪和太鼓
大好き！〈和太鼓や打楽器で
楽しく遊びましょう〉

10:00-12:0012/20　, 27㊌ ㊌

12/20㊌ 10:00-12:00/13:00-14:00

12/14㊍ 10:00-12:00

ひろばであそぼう〈親子で遊ぶ・
天気の良い日は園庭遊びも！〉

月～金曜 10:00-15:00

対象や申し込みの表記のないものは
自由参加です。

1/18 ㊍ 10:30-11:30

みんな DE 雪あそび！～〈お庭
で雪あそびをしましょう〉

【定員】30 組（申込順）
【申込日】12/20､21
※悪天候のときは 19 日に順延

1/26 ㊎ 10:00-11:00

１歳あーつまれ♪〈同じ年齢の
子がいる親子で遊びましょう〉

【対象】１歳の第 1 子と保護者
【定員】20 組（申込順）
【申込日】12/18､19

1/7 ㊐ 10:00-16:0012/29㊎～1/ 3㊌, 16㊋ は
休館します

お話なあに？絵本のひろば
12 月のテーマ：「クリスマス」

毎週火曜 11:00-11:30

も
う
す
ぐ
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
へ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に

あ
そ
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
中
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
妊
娠
中

の
方
を
対
象
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、

大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
準
備
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

安心して妊娠期を
過ごすための
お手伝いをします

【12:00-13:00】

げんきっこセンター ／(  ▪　　　　ＦＡＸ (26)2070

妊娠中、出産に対する不安やホル
モンなどの身体の変化に悩む方も
少なくありません。助産師も一緒
にテーブルを囲みますので、ラン
チを楽しみながら、気になること
を気軽に相談してください。

助産師といっしょに
マタニティ♡ランチデー

赤ちゃんのスタイを作りましょう
マタニティ講座

1/25㊍  
【10:00-11:00】
定員・20 人（申込順）
申込開始・12/21 ㊍

ちとせっこセンター 
(  ▪　　　　ＦＡＸ (40)1717

託児もあるよ！
（事前予約制）

小学校長期休業期間のみの学童クラブモデル事業

 

「
学
童
ク
ラ
ブ
」
は
通
年
で

の
利
用
が
基
本
で
す
が
、
今

年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

小
学
校
の
長
期
休
業
期
間

の・
・み
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
実
施
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
】

青
空
（
千
歳
小
）、
ひ
ま
わ

り
（
泉
沢
小
）、
向
陽
台
小

※
校
区
外
利
用
は
要
相
談
。

【
登
録
期
間
】

○冬 

12
月
16
日
～
１
月
31
日

学
年
末  

３
月
16
日
～
31
日

※
日
・
祝
・
年
末
年
始（
12
月

29
日
～
１
月
３
日
）は
休
み
。

【
開
設
時
間
】

８
時
～
18
時
30
分

【
登
録
要
件
】
保
護
者
が
就

労（
週
３
日
以
上
、勤
務
終

了
時
間
15
時
以
降（
１
年
生

の
み
14
時
以
降
可
））ま
た

は
病
気
な
ど
の
方

【
申
込
期
限
】

○冬  

12
月
14
日
㊍

学
年
末  

３
月
５
日
㊊

【
申
込
先
】
こ
ど
も
政
策
課

保
育
係（
市
役
所
１
階
７
番
）

（24）
０
３
４
０

（22）
８
８
５
１

(  ▪　　　　ＦＡＸ 

子育て総合支援センター
児童館係【事業詳細】

((22)7888   ▪　　　　ＦＡＸ (40)1717

持ち物・昼食



奇
数
月
生
ま
れ
の
方
へ

胃
内
視
鏡
検
査 （
50
歳
～
）

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
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育児相談《身長体重測定・発達
や栄養の相談》

【持ち物】母子健康手帳

1/15 ㊊  9:30-11:30/13:00-15:30

フッ化物塗布・歯科相談
【対象】1 年以内にフッ化物塗
布、歯科医師健診、1 歳６か月・
３歳児健診のいずれかを受けた子

【料金】800 円（フッ化物塗布）
【持ち物】母子健康手帳、歯ﾌﾞﾗｼ

フッ化物塗布・歯科相談・歯科
医師健診　

【対象】1 歳～就学前の子
【料金】800 円（フッ化物塗布）
【持ち物】母子健康手帳、歯ﾌﾞﾗｼ

1/9 ㊋  9:30-11:20/13:00-14:50

と　き ところ
1/13    ㊏ 10:00-12:00 ちとせっこセンター
 1/17    ㊌ 10:30-11:30 アリスセンター
1/19    ㊎ 10:00-15:00 総合保健センター   （予約制）
1/22    ㊊ 10:00-11:30 ほくよう児童館
1/30    ㊋ 10:00-12:00 / 13:00-14:00 げんきっこセンター

15:00-16:00 げんきっこセンター（予約制）

保健師、助産師の健康・育児相談、子育て支援プランの作成など

保健師・栄養士のリレーコラム

 

腎
臓
に
は
血
液
中
の
塩
分
や
い
ら

な
く
な
っ
た
も
の
を
尿
と
し
て

排
出
す
る
働
き
が
あ
り
、
腎
臓
の
働
き

が
60
％
未
満
に
低
下
す
る
こ
と
を
慢
性

腎
臓
病
と
い
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
が
、
肥
満
、
血
圧
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
か
ら
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
運
動
不
足
、

喫
煙
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
腎
臓
の

機
能
が
低
下
し
続
け
る
と
、
や
が
て
人

工
透
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
年
に
１

回
は
、
健
診
で
腎
臓
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
特
定

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
結
果
か
ら

血
圧
の
高
い
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

高
血
圧
は
腎
機
能
を
低
下
さ
せ
る
要
因

で
、
予
防
の
た
め
に
は
食
事
の
減
塩
が
大

切
で
す
。
漬
物
な
ど
、
塩
辛
い
も
の
の
食

べ
過
ぎ
に
注
意
し
、
普
段
の
食
事
を
薄
味

に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
か
け
し
ょ
う

ゆ
な
ど
も
控
え
ま
し
ょ
う
。、
ま
た
、
減

塩
商
品
も
あ
り
ま
す
の
で
上
手
に
利
用
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
腎
臓
の
健
康

を
守
る
た
め
、
毎
日
の
食
卓
で
減
塩
を
意

識
し
、生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
市
民
健
康
課　
管
理
栄
養
士
）

おもな会場は
総合保健センターです

守ろう、自分の腎臓

《申込先 ･ 詳細 》

母子保健課　((24)0771

　　★予防接種のことは…

　　　担当((24)3148　

　　★■FAX 共通 (24)8418

ＢＣＧ予防接種
【対象】５～７か月の子
※対象期間に接種できないとき
は3か月から11か月まで接種可。

【持ち物】母子健康手帳・予診票

わくわくママクラブ（妊娠中の
過ごし方コース）/ 妊娠中の過
ごし方、歯の健康と栄養

【対象】市内に居住する妊婦の方
【持ち物】母子健康手帳、筆記用具
【申込期限】1/25 ㊍

1/29 ㊊ 10:00-11:30

1/12㊎、19㊎ 12:30-13:50

1/15㊊、22㊊
9:30-11:20
/13:00-14:50

1/29 ㊊ 11:30-14:00

マタニティ歯科相談
【対象】市内に居住する妊婦の方
【持ち物】母子健康手帳、歯ﾌﾞﾗｼ

9:30-11:30
              13:00-16:00

 《医師の相談》
13:00 - 15:00

《歯科衛生士の相談》
   9:30 - 11:30

【詳細】健康づくり課 
( (24) 0 ７６８

　　   ▪　　　　ＦＡＸ     (24)  8 ４１８

各種健康相談
血圧・体重測定

尿検査など
12 月の健康相談日は

12/18 ㊊ 

　奇数月生まれの方は、今年度
の胃内視鏡検査（個別健診）、
乳がん・子宮がん検診（集団・
個別健診）を受診するとき、市
の助成を受けることができま
す。詳細は、市のホームページ、
広報ちとせ４月号号外をご覧い
ただくか、健診申込専用ダイヤ
ルにお問い合わせください。
※胃がん（バリウム検査）・肺がん・
大腸がん・前立腺がん検診は、毎年
市の助成が受けられます。

健診申込専用ダイヤル

詳細◉市民健康課
((24)0364
　(24)8418FAX

(24)0617(

健診を受診される方へ
駐車場利用についてのお願い
　現在、市役所第２庁舎の建設工
事につき、一部駐車スペースを閉
鎖しています。そのため、駐車場
が混雑し、駐車に時間がかかるこ
とがあります。健診受診で総合福
祉センターを利用するときは、時
間に余裕をもってお越しくださ
い。また、公共交通機関の利用や
自家用車の乗り合わせなどのご協
力をお願いします。

胃内視鏡検査の様子

☆年度末は大変混み合います
　受診希望の方はお早めに
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INFORMATIONお知らせLEARNING見る/学ぶ

▼パソコンひよこサロン／会員同士
のパソコンやスマホなどＩＴ機器の操作
支援・情報交換の場です。
とき 12月12､19日､平成30年１月９日／
13時～16時
ところ まちライブラリー(千歳タウン
プラザ内)
▪￥ 年2,000円(見学は自由)

▼市民ボランティアによる講習会
①パソコン講座「パワーポイントで
ムービー制作」
とき 12月20日㊌／13時30分～16時
▪￥ 1,000円(テキスト代)
▪定 ▪員 10人(申込順)

②冬休み特別講座「子どもプログラ
ミング体験」
とき 平成30年１月10日㊌／13時30
分～16時
▪￥ 500円(テキスト代･高校生以下無料)
▪定 ▪員 ８人(申込順)

▽①②共通
ところ 中心街コミセン
▪申 ▪込 ①12月19日㊋まで、②12月29日㊎
まで／講座名･住所･氏名･番号を明
記し ▪ＦＡＸ ▪∨ｅ かで申し込み

●詳 ●申 ちとせＩＴボランティアの会
川端  090(7648)7250　▪ＦＡＸ (22)7046
▪∨ｅ info＠chitoseitv.net
※パソコンなどは各自持参。

パソコン講習会
ちとせＩＴボランティアの会

北ガス文化ホール … 市民文化センター
ダイナックスアリーナ … スポーツセンター

12月は｢地球温暖化防止月間｣･｢大気汚染
防止推進月間｣です。《エコな生活スタ
イルを選択しよう》を合言葉に、節電・
節水、｢アイドリングストップ｣や｢ふん
わりアクセル｣などのエコドライブを実
践して、二酸化炭素の削減や環境にやさ
しい行動を心がけましょう。
●詳 ▢市 環境課
 (24)0590　▪ＦＡＸ (22)8853

エコな生活スタイルを選択しよう

平成30年(2018年)は、
明治元年(1868年)か
ら起算して満150年に
当たります。
政府は、内閣官房副
長官を議長とする
《「明治150年」関連施策各府省連絡会
議》を設け、①「明治以降の歩みを次世
代に遺す施策」、②「明治の精神に学
び、さらに飛躍する国へ向けた施策」、
③「明治150年に向けた機運を高めてい
く施策」の３つを柱として、「明治150
年」関連施策を推進しています。全国で
「明治150年」に関する多様な取り組み
が推進されるよう、ロゴマークの使用促
進や広報などを通じて「明治150年」に向
けた機運の醸成を図っています。詳細は､
▪HP (http://www.kantei.go.jp/jp/singi/
meiji150/portal/)をご覧ください。
●詳 内閣官房「明治150年」関連施策
推進室　 03(3581)1357
▪∨ｅ meiji150nen＠cas.go.jp

「明治150年」をご存じですか

「無期転換ルール」とは、平成25年４月
１日以降に開始した有期労働契約が反復
更新されて通算５年を超えたとき（平成
30年４月以降）は、労働者の申し込みに
よって期間の定めのない労働契約（無期
労働契約）に転換できるルールです。
制度の詳細はお問い合わせください。
●詳 北海道労働局 雇用環境･均等部 指導課
 011(709)2715　▪ＦＡＸ 011(709)8786

「無期転換ルール」
ご存じですか？

「エルタックス」とは、北海道の法人
道民税・事業税、地方法人特別税、市
町村の法人市町村民税などの税金の申
告や届出をインターネットを利用して
電子的に行うシステムです。窓口に出
かけずにオフィスから簡単に申告や届
出ができます。(一社)地方税電子化協
議会の▪HP (http://www.eltax.jp/)をご
覧ください。
●詳 北海道札幌道税事務所税務管理部
課税第一課 事業税第二グループ
 011(204)5083　▪ＦＡＸ 011(232)8697

エルタックスをご利用ください

事業の経営や創業などの気軽な相談をお
受けします（事前予約制）。
とき 12月15日､平成30年１月15日､２
月15日／11時～15時　
▪￥ 無料　
▪持 ▪ち ▪物  決算書２期分ほか（創業相談
のときは不要）
●詳 ●申 ●会 千歳商工会議所
 (23)2175　▪ＦＡＸ (22)2122

１日相談会
日本政策金融公庫

北海道男女平等参画推進条例に基づき
設置された苦情処理委員が皆さんから
の男女平等参画に関する苦情などの申
し出を、公平・中立な立場に立って、適
切・迅速に処理(申し出者への助言、関
係機関への意見)します。

▼苦情処理委員に申し出ることができ
る苦情など／①男女平等参画に関する道
の施策についての苦情、②男女平等参画
を阻害すると認められるもの（セクシュ
アル・ハラスメント、女性への暴力、性
別を理由とする差別的な取り扱いなど）

▼申し出の方法／住所、氏名、電話番
号、申し出の内容と理由、参考事項（ほ
かの制度への手続きの有無）を記載し、
持参または郵送か ▪ＦＡＸ ▪HPで送付。
※匿名の相談や電話など、書面以外の申
し出は、受け付けていません。

●詳 北海道 環境生活部 くらし安全局
道民生活課 男女平等参画グループ
〶060-8588 札幌市中央区北３条西
６丁目　 011(204)5217
▪ＦＡＸ 011(232)4820　▪HP http://www.pref.
hokkaido.lg.jp/ks/dms/djb/johomepage/
moushideseido.htm/

男女平等参画苦情処理委員制度

親子でヨガを楽しみながら、赤ちゃん
の心身の発達と産後のママの骨盤のゆ
がみを調整します。
▪対 ▪象 生後３か月～１歳６か月ごろの
子と母親　
とき 12月14､21日／13時30分～14時
30分／１日のみの参加も可
ところ 花園コミセン　
▪￥ 800円(初回500円)　
▪持 ▪ち ▪物  ヨガマット(レンタルあり)､バ
スタオル､汗拭きタオル､飲み物､動き
やすい服装
●詳 ●申 ベビーヨガ＆ママヨガRoomy　
南雲  090(9514)8722
▪∨ｅ roomyyoga＠gmail.com

ベビーヨガ＆ママヨガ
産後ママの　
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▪￥ 参加料･入場料  ●詳 ●申 ●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設

最期まで口から食べるために今から出来るこ
と～高齢者の摂食嚥

えんげ

下障害と栄養について～
／講師･摂食嚥下認定看護師 打越 ともこ
とき 12月16日㊏／13時～14時
ところ 市民病院 ２階講義室　
▪￥  無料
●詳 ▢市 市民病院 地域医療連携課
 (24)3000〇内138　▪ＦＡＸ (24)3030

市民病院の市民健康講座

冬休み体験教室
銀粘土を使ったシルバーアクセサリーを
作ります。
▪対 ▪象 小学３年生～中学３年生
とき 平成30年１月10日㊌／９時30分
～12時30分
ところ 総合福祉センター402号
▪￥  無料　
▪定 ▪員 50人(抽選)
▪申 ▪込 12月20日～22日
▪持 ▪ち ▪物  筆記用具、飲み物
●詳 ▢市 生涯学習課
 (24)0848　▪ＦＡＸ (27)3770

▼サンタダイバー
と記念撮影
とき 12月23､24､25
日／①11時～､②
15時30分～
▪￥ 無料　　
▪持 ▪ち ▪物  カメラ

▼大水槽エサやり体験
とき12月23､24､25日／14時30分～
15時15分　
▪￥ 100円　
▪定 ▪員 15人(抽選)
▪申 ▪込 当日14時から抽選券配布

▼オリジナルスノードーム作り
とき 12月24日㊐／13時～14時
▪￥ 500円　
▪定 ▪員 30人(申込順)
▪申 ▪込 12月18日～22日(９時～17時)／
▪∨ｅで申し込み／詳細は▪HP で確認

●詳 ●申 ●会 サケのふるさと千歳水族館
 (42)3001　▪ＦＡＸ (42)2310
▪∨ｅ salmon＠chitose-aq.jp
▪HP http://chitose-aq.jp

クリスマスイベント
サケのふるさと千歳水族館

▼「まち寺子屋」／勉強方法や資格の
取得方法、暮らしの知恵など「誰かに
聞きたいこと、伝えたいこと」をもっ
てご参加ください。
とき 毎週㊌㊏／17時30分～18時30分
▪￥ 無料　その▪他 定期的に「まち寺子
屋」の運営を相談し合う「まち寺子
屋会議」も行っています｡

▼本deつながろクリスマス会INまち
ライブラリー／おはなし会
とき 12月16日㊏／①11時～11時30
分、②14時～14時30分　▪￥ 無料

▼まちライブラリー＠千歳タウンプ
ラザ１周年企画～本のある生活を楽
しむ～／本のある生活をテーマにした
トークイベント
とき 12月23日㊏㊗／
10時30分～17時30分
▪￥ 無料

●詳 ●申 ●会
まちライブラリー
(千歳タウンプラザ内)
 (25)3544
▪∨ｅ machilibrary.
chitose＠gmail.com

まちライブラリーに集まろう

各種体験、防災ウルトラクイズ、ミニ防
災講座(避難器具･高齢期疑似体験)など
とき 12月17日㊐／10時30分～14時
▪￥  無料
●詳 ●会 ▢市 防災学習交流センター そなえーる
 (26)9991　▪ＦＡＸ (26)9992

年忘れ防災フェスタ

11月５日の上映会には定員を超える来場
があり、映画をご覧になれなかった方に
は大変ご迷惑をおかけしました。たくさ
んの再上映の希望にお応えします。
とき 12月17日㊐／13時30分～15時／
開場13時　
ところ 北ガス文化ホール
▪￥  無料　▪定 ▪員 400人(申込不要)
●詳 千歳市北区地域包括支援センター
吉田  (25)8180　▪ＦＡＸ (25)8530

「妻の病」を再上映します
認知症になっても安心まちづくりキャンペーン

料理講習会
グリーン・ツーリズム連絡協議会

千歳産の野菜を使った料理講習／講師・
小林 純子 氏(北海道フードマイスター)
とき 12月21日㊍／10時～13時
ところ 北ガス文化ホール ２階 調理教室
▪￥ 1,000円　
▪定 ▪員 25人(申込順)
▪申 ▪込 12月14日㊍まで
●詳 ●申 千歳市グリーン・ツーリズム連
絡協議会事務局（▢市 交流推進課内）
 (24)0482　▪ＦＡＸ (22)8853

WANTED募集

標語を募集します
暴力追放を内容とした「標語」の募集／
(例)｢暴力は､しない､させない､許さない｣
▪対 ▪象 市内に居住または通勤・通学す
る方　
▪応 ▪募  12月21日㊍まで／作品に住所、
氏名(ふりがな)、年齢、連絡先を記載
し、持参または郵送
▪表 ▪彰  優秀 １人、入選 若干名／賞状・
記念品贈呈／表彰式  平成30年１月29
日㊊18時～  西洋軒　
その▪他 受賞作品は市内公共施設など
に掲示／応募作品の返却不可
●詳 ●申 千歳市暴力追放運動推進協議会
事務局(札幌方面千歳警察署内)
〶066-0042 東雲町５丁目61
 (42)0110〇内381

「暴力追放運動」の

出店者募集
自分では使わない！でも捨てられない！も
しかしたらお宝かも！出店してみよう！
とき 平成30年２月17日㊏／11時～16
時／会場設営10時30分～
ところ 千歳タウンプラザ
▪￥ 一店舗500円／当日キャンセル500円
▪定 ▪員 14組(申込順)
▪申 ▪込 平成30年１月31日㊌まで
その▪他 出店場所は当日の先着順
●詳 ●申 もったい
ないわ・千歳
岩本 
 090(2818)8253
▪∨ｅ mottainaiwa
＠gmail.com

がらくた市
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CULTURE/SPORT文化/スポーツ

EVENTイベント

▼パークゴルフ体験講習会
▪対 ▪象 市内に居住する小学生以上の子と
保護者(２人１組)／１人での参加も可
とき 12月14日㊍／18時～19時15分
ところ 千歳インドアパークゴルフク
ラブ(千歳タウンプラザ地下１階)
▪定 ▪員 18組(申込順)
▪申 ▪込  12月13日㊌まで　
その▪他 道具の貸し出しあり

▼クロスカントリースキー講習会
▪対 ▪象 市内に居住する小学生以上の方
とき 平成30年１月６日㊏／９時～11
時30分
ところ 青葉少年野球場､青葉公園
▪定 ▪員 30人(申込順)
▪申 ▪込  12月12日～27日
その▪他 スキーの貸し出しあり／降雪
状況により場所の変更あり

▼ゲレンデスキー講習会(初心者向け)
▪対 ▪象 市内に居住する小学生以上の方
とき 平成30年１月13日㊏／13時30分
～15時30分
ところ 市民スキー場
▪定 ▪員 20人(申込順)
▪申 ▪込  12月12日～27日

▼▼共通事項
▪￥ 無料／体育協会振興課窓口か(で
申し込み

●詳 ●申 千歳市体育協会 振興課(ダイナッ
クスアリーナ内)
(㊐㊊㊗を除く９時～17時)
(22)4150　▪ＦＡＸ (24)2320

体育協会の講習会

式典､中学校時代
の恩師のビデオレ
ター､小学校時代
の机や椅子､教科
書の展示､新成人
の広場､抹茶の振
る舞いなど
▪対 ▪象 平成９年４
月２日から平成
10年４月１日の間に生まれた方／市
内に住民登録のある方には、はがき
でご案内しています。市外にお住ま
いの方も入場できます。
とき 平成30年１月７日㊐／14時～16時
ところ 北ガス文化ホール
●詳 ▢市 生涯学習課
 (24)0848　▪ＦＡＸ (27)3770

成人式「はたちのつどい」

新年にあたり、「市民が安全で安心して
暮らせるまち」の実現に向けて、消防職･
団員の士気を高めます。
とき 平成30年１月11日㊍／10時～12時
／開場９時30分
ところ 北ガス文化ホール　▪￥ 無料
●詳 ▢市 消防本部総務課
 (23)5312　▪ＦＡＸ (22)8850

消防出初式

参加者を募集します

とき 平成30年２月11日㊐㊗
▪コ ▪－ ▪ス  青葉公園～支笏湖国有林道ほか
▪申 ▪込 平成30年１月12日㊎まで／所定
の参加申込書（コピー不可）に必要事
項を記入し、最寄のゆうちょ銀行か郵
便局窓口から振り込み／参加申込書は
千歳市体育協会事務局(教育委員会庁
舎内)､ダイナックスアリーナ､武道館､
各コミセンから入手可｡
その▪他 ４㎞･歩くスキー出場の方に限
り､スキー板･靴･ストックを無料で貸
し出します。希望者は､申込用紙に必
要事項をご記入ください(申込順)。

●詳 ●申 ちとせホルメンコーレンマーチ
実行委員会事務局（ダイナックスア
リーナ内） (22)4150　▪ＦＡＸ (24)2320

ちとせホルメンコーレンマーチ

競技種目など　　
種目 対象 参加料

33 ㎞ 高校生
以上

高校生　2,000 円

一　般　3,000 円

７㎞ 中学生
以上

中学生　1,000 円

高校生　2,000 円

一　般　3,000 円

４㎞ 小学生
以上

 小 ･ 中学生
      　   　1,000 円
 高校生 ･ 一般　    
       　　  2,000 円

歩く
スキー

小学生
以上 　　　　1,000 円

▼半額開放日！／１回券購入の方に限
り、半額で利用いただけます(プリペイド
カードでの購入可)。
とき 12月17日㊐

▼新年初泳ぎ｢無料開放｣／どなたでも
無料で利用いただけます。楽しいイベン
トも企画しています。
とき 平成30年１月７日㊐

●詳 ●会 ▢市 温水プール
 (49)7001　▪ＦＡＸ (49)7003

温水プールからのお知らせ

生涯学習フォーラム参加者募集
「生涯学習フォーラム」でステージ発表や
展示発表などを行う参加者を募集します。
▪対 ▪象 生涯学習や文化芸術の活動を行
っている市内の団体・個人
とき 平成30年３月４日㊐／13時～16時
ところ 北ガス文化ホール
▪申 ▪込 平成30年１月12日㊎まで
●詳 ●申 ▢市 生涯学習課
 (24)3153　▪ＦＡＸ (27)3770

市民協働プロモーション事業

職員を募集します
▪募 ▪集 ▪内 ▪容 ①常勤職員(若干名)／②臨時
職員(５人程度)　
▪資 ▪格 普通自動車運転免許を有する方
▪採 ▪用 ▪日 平成30年４月１日予定
▪申 ▪込 12月11日～12月25日(平日の９時
～17時)／申込書、履歴書、運転免許
証の写しなどを持参または郵送(25日
必着)／申込書類は体育協会事務局ま
たは▪HP から入手可｡
●申 ●詳 千歳市体育協会 事務局(教育委
員会庁舎内)　〶066-0042　東雲町2
丁目34　 (24)2100　▪ＦＡＸ (27)1355
▪HP http://www.chitose-taikyo.or.jp/

千歳市体育協会の



記事掲載の希望団体は、原稿を発行月の前月10日までに
広報広聴課まで｡（ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれか）
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.lg.jp

25 広報ちとせ 平成 29(2017) 年 12 月号

　

全
道
で
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
10
月
31
日
現

在
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
認
知
件
数

は
、
１
０
６
件
（
前
年
同
期
比
82

件
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
知
事
を
会
長
と
す
る

「
北
海
道
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
づ
く
り
推
進
会
議
」

で
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
防

止
の
た
め
の
「
絆
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
普
及
し
て
い
ま
す
。
次
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
両
親
や
祖
父
母
な
ど
、

身
近
で
大
切
な
家
族
へ
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

●
絆
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
全
文
）

①
『
今
年
は
、
電
話
で
家
族
な
ど

の
ふ
り
を
し
て
「
ト
ラ
ブ
ル
に
あ

い
、
困
っ
た
。
助
け
て
。
お
金
が

必
要
。」
と
言
っ
て
お
金
を
だ
ま

し
取
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
と
て
も

増
え
て
い
ま
す
。』

②
『
私
は
、
電
話
で
「
お
金
が
欲

し
い
」、「
お
金
を
振
り
込
ん
で
欲

し
い
、人
に
渡
し
て
欲
し
い
、送
っ

て
欲
し
い
。」
な
ん
て
、
絶
対
に

言
い
ま
せ
ん
！
』

③
『
も
し
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が

来
た
ら
、
と
に
か
く
私
や
家
族
、

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。』

オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
防
止

「
絆
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

【
詳
細
】　

千
歳
防
犯
協
会  

 (

千
歳
警
察
署
生
活
安
全
課
内) 

 

(　
（42）
０
１
１
０　

内
線
261

▪￥ 参加料･入場料  ●詳 ●申 ●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設

▼ジュニア(小学生)
とき ①平成30年１月７日～９日／
②１月10日～12日
ところ 市民スキー場　

▼スキー教室(中・高生)
とき 平成30年１月13､14日
ところ 長沼スキー場

▼テクニカル受検対策(１級取得者)
とき 平成30年１月14日㊐
ところ マウントレースイスキー場

●詳 ●申 千歳スキー連盟(平日の19時～
21時／㊋㊎は13時～15時と19時～21
時)　▪ＦＡＸ (22)0776　

千歳スキー連盟の講習会

▼「赤ちゃんタイム」／赤ちゃんを連
れているとなかなか図書館へ足を運びに
くいという方もお気軽にご参加ください｡
とき 12月25日㊊／10時30分～12時
／毎月第４㊊開催

▼駐車場の除雪について／駐車場の除
雪作業は､図書館閉館時の深夜から早朝
に実施しています｡この間の駐車は作業
の妨げとなりますので、ご遠慮ください｡

▼｢布の絵本｣にふれてみませんか／
「ゆめの会」様から今年も《布の絵本》
を寄贈していただきました｡児童閲覧室
(おはなしコーナー)に設置しています｡
お子さんと一緒にあたたかい布の絵本
にふれてみませんか｡

●詳 ●会 ▢市 図書館
 (26)2131　▪ＦＡＸ (26)2133

図書館からのお知らせ

とき 平成30年１月７日～２月28日(予
定)／９時～15時／天候により閉鎖あり
ところ 遺跡公園(18ホール)
▪￥ １日300円／遺跡公園管理棟にて､
回数券１冊3,000円(300円券×11枚)の
販売あり
●詳 千歳市環境整備事業協同組合
 (24)1366　▪ＦＡＸ (27)2861
遺跡公園管理棟(平成30年１月７日㊐～)
 (22)1613

雪上パークゴルフ場オープン

クリスマスの歌を歌いましょう
合唱サークル「みぎわの会」

とき 12月22日㊎／10時～12時
ところ 千歳クリスチャンセンター　
●詳 合唱サークル「みぎわの会」
細川  090(3462)8435

今シーズンのゲレンデとロッジの開設期
間､時間は次のとおりです｡なお､リフト
はロープ塔の撤去のため運行しません｡
とき ①12月16日～平成30年３月４日／
９時～17時、②ナイター  平成30年１
月４日～２月17日(㊐除く)／17時～
21時／気象状況により変更あり
●詳 ▢市 スポーツ振興課
 (24)0855　▪ＦＡＸ (27)3770

市民スキー場開設のお知らせ

初心者水泳スクール
▼５歳～小学２年生(２日間コース)
とき １月９､10日／10時～11時

▼３歳～５歳(２日間コース)
とき １月９､10日／11時～12時
▼▼共通事項
ところ ビーバースイミングクラブ
▪￥ 各2,160円　▪定 ▪員 各40人(申込順)
▪申 ▪込  12月11日㊊～／電話予約可

●詳 ●申 千歳水泳協会（ビーバースイミ
ングクラブ内）
 (24)1336　▪ＦＡＸ (24)1516

千歳水泳協会の

笑顔にひらく花コンサート
障がいのあるなしに関わらず､音楽でひ
とつになれる笑顔の｢わ｣／[出演]駒澤
大学付属苫小牧高等学校 吹奏楽局・チ
アリーディング部、まぁしぃ 氏、ハナ
ノタネ むつ美 氏、田村 幸崇 氏
とき 平成30年１月21日㊐／14時～(開
場13時30分)
ところ 北ガス文化ホール
▪￥ 中学生以上1,500円(前売り1,000円)
／子ども(小学生､席を必要とするお子
さん)300円／チケットは､12月15日㊎
から北ガス文化ホール､ミナクール、
市役所地下売店ほかで取り扱い
●詳 障がい者自立支援ワクワクプロジェ
クト実行委員会
石山  ▪ＦＡＸ (25)5254
▪HP http://
egaonihirakuhana.
jimdo.com/

定期演奏会
とき 平成30年３月10日㊏／14時～(開
場13時30分)
ところ 北ガス文化ホール
▪￥ 無料／応募による入場整理券(抽選)
が必要
▪申 ▪込  平成30年１月31日㊌まで／往復
はがきか▪∨ｅに住所､氏名､年齢､性別､
 番号､応募のきっかけ(①ポスター・
チラシ､②知人からの誘い､③インター
ネット､④その他)を明記し､申し込み
／１件で２人まで応募可／申し込み方
法の詳細は▪HP で確認
●詳 ●申 陸上自衛隊第７師団司令部総務課
広報･渉外班(第７音楽隊 定期演奏会係)
〶066-8577 祝梅1016
 (23)5131〇内2247
▪∨ｅ  adminpr-7d＠inet.gsdf.mod.go.jp
▪HP http://www.mod.go.jp/gsdf/nae/7d/
event.html

陸上自衛隊第７音楽隊
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■藤田 正広（ふじた まさひろ）さん／文京在住／陸
上自衛官／昭和 63 年から千歳機甲太鼓の活動に参加
し、平成 14 年からリーダーを務める。後輩の指導を
行いながら、千歳音楽まつりのほか、市内外のイベン
トで演奏を披露するなど、精力的な活動を続けている。

藤
田
　
正
広 

さ
ん

プロフィール

ふ
じ
た 
● 
ま
さ
ひ
ろ

　

勇
壮
で
力
強
い
和
太
鼓
の
演
奏
。
迫

力
の
あ
る
振
動
は
、
私
た
ち
の
心
と
身

体
に
響
き
ま
す
。
勇
ま
し
い
演
奏
で
市

民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
「
千
歳
機
甲

太
鼓
」
は
、
今
年
で
発
足
か
ら
30
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
機
甲
太
鼓
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団 

第
11
普
通
科
連
隊
に
所
属
す
る
自
衛
官
の

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
厳
し
い
訓
練
の
合
間
を
縫

っ
て
練
習
に
励
む
、機
甲
太
鼓
の
リ
ー
ダ
ー・

藤
田
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●
い
つ
か
ら
和
太
鼓
を
始
め
ま
し
た
か

　
「
機
甲
太
鼓
の
部
員
に
入
隊
前
か
ら
の

経
験
者
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
自
分

は
、
機
甲
太
鼓
が
発
足
し
た
年
（
昭
和
62

年
）の
翌
年
か
ら
活
動
に
参
加
し
た
の
で
、

和
太
鼓
歴
は
29
年
に
な
り
ま
す
。最
初
は
、

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
の
参
加
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
中
隊
長
か
ら
の
声
か
け

で
始
め
た
も
の
で
す
か
ら
、《
で
き
な
い
》

と
は
言
え
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

先
輩
の
見
よ
う
見
ま
ね
で
叩
い
て
い

る
う
ち
に
、自
分
は
和
太
鼓
が
好
き
だ
な
、

向
い
て
い
る
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
和
太
鼓
は
、
た
だ
叩
く
だ
け
で
は
な

く
、《
演
舞
》
の
要
素
も
大
切
で
す
。
そ

の
《
ビ
シ
ッ
と
や
る
》
感
じ
が
自
分
の
性

格
に
合
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
人
前
に
立
つ

こ
と
は
、
苦
手
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
和
太
鼓
は
話
し
た
り
歌
っ
た
り
し
な

く
て
も
い
い
で
す
か
ら
（
笑
）。」

●
忘
れ
ら
れ
な
い
演
奏
は
あ
り
ま
す
か

　
「
や
は
り
、
日
本
武
道
館
の
大
観
衆
の

前
で
演
奏
し
た
《
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
》

で
し
ょ
う
か
。
機
甲
太
鼓
は
、
過
去
に
７

回
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
毎
回
、
会
場
の

雰
囲
気
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
観
客
の
皆

さ
ん
が
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
の
よ
う

に
輝
い
て
い
て
、
演
奏
が
終
わ
る
と
、
拍

手
が
ド
カ
ン
と
鳴
る
。
和
太
鼓
の
音
以
上

に
腹
に
響
く
よ
う
な
大
音
量
で
す
。
機
甲

太
鼓
を
や
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
い
ち
自
衛

官
の
自
分
が
絶
対
に
経
験
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
世
界
で
す
ね
。

　
ま
た
、毎
年
の《
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
》

で
の
演
奏
で
す
が
、
と
に
か
く
あ
の
寒

さ
は
、
身
体
が
忘
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
一

度
だ
け
、
戦
闘
服
で
演
奏
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
何
と
な
く
お
客
さ
ん

が
期
待
外
れ
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
…
（
苦
笑
）。
そ
れ
以
来
は
、

腕
を
し
っ
か
り
と
出
し
た
衣
装
で
出
演

し
て
い
ま
す
。」

●
機
甲
太
鼓
の
活
動
の
や
り
が
い
と
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
「
演
奏
を
聞
い
て
く
れ
た
方
が
、
終
わ

っ
た
後
に
《
よ
か
っ
た
よ
》
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
と
、
た
ま
ら
な
く
う
れ
し

い
で
す
ね
。
本
当
に
や
っ
て
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
こ
れ
ま
で
、

活
動
に
や
り
が
い
を
実
感
し
、
長
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
に
支
え
ら
れ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。《
千
歳
音
楽
ま
つ
り
》
を

は
じ
め
、
市
内
の
ほ
か
の
和
太
鼓
チ
ー

ム
と
合
同
演
奏
す
る
機
会
な
ど
に
も
恵

ま
れ
、
和
太
鼓
を
通
じ
た
交
流
の
輪
が

広
が
っ
た
こ
と
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続

け
、
機
甲
太
鼓
の
伝
統
を
次
世
代
へ
着

実
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は

し
っ
か
り
と
後
進
の
育
成
に
努
め
た
い

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

い
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
ね
。

《
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
》
と
い
う
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
」

　

練
習
時
の
鬼
気
迫
る
表
情
と
は
打
っ

て
変
わ
り
、
終
始
笑
顔
で
取
材
に
応
じ

ら
れ
た
藤
田
さ
ん
。
温
和
な
口
調
の
中

で
も
「
和
太
鼓
あ
っ
て
の
自
分
で
す
」

と
言
い
切
っ
て
し
ま
え
る
、
そ
の
熱
意

あ
る
姿
に
、
千
歳
機
甲
太
鼓
の
歴
史
の

重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

「地域の皆さんとの交流に
支えられました」

千歳機甲太鼓 30 周年を迎えて

▲練習風景

▲千歳機甲太鼓協賛会
創設・千歳機甲太鼓創
部30周年祝賀会での演
奏（11月18日）



う  ち  の    先生
う  ち  の  町内会紹 介

します
I LOVE MY

No.45　上長都川北町内会

美しい地域を町内みんなで守りたい
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人
の

う
ご
き

《総人口》

96,799 人 ( － 2)

男性　49,087 人 ( － 11)

女性　47,712 人 ( ＋ 9)

《世帯》48,623 世帯 (－ 17)

(  )内は、前月との

比較です。12●1
現在

36
号
線
か
ら
西
側
、
工
業

団
地
よ
り
恵
庭
側
の
長

都
川
沿
い
の
小
さ
な
町
内
会
で

す
。
家
は
11
軒
、
約
30
人
程
度

の
規
模
で
、
皆
が
仲
良
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
昭
和
26
年
ご
ろ

に
、
地
域
に
電
気
を
通
そ
う
と
、

長
都
川
を
活
用
し
た
水
力
発
電

所
を
設
置
し
ま
し
た
。
町
内
会

と
し
て
の
活
動
は
、
そ
の
こ
ろ

始
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
に
囲
ま
れ

た
美
し
い
地

域
で
、

町内会長  北
きたむら

村 建
たつおき

興 さん

お問い合わせ先　 (26)1262

「タウンガイド」は､市民活動

団体やサークルの行事、会員募

集などを掲載しています。営利

活動に該当するものは掲載でき

ませんのでご注意ください。

広報広聴課　広報係
(24)0104 ■FAX (22)8852

祝梅小６年１組は  荒
あ ら せ

瀬 博
ひ ろ し

士 先生が	

　　　　作文を書いてくれた 

  佐
さ と う

藤 輝
あ き や

弥 さん

写
真
家
が
よ
く
訪
れ
ま
す
。
初

夏
は
道
路
が
若
葉
の
ア
ー
チ
で

囲
ま
れ
、
秋
は
川
沿
い
の
モ
ミ

ジ
が
見
事
な
景
観
を
つ
く
り
ま

す
。
近
所
の
方
の
受
け
売
り
で

す
が
、
さ
な
が
ら
《
千
歳
の
軽

井
沢
》
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
都
川
は
、
釣
り
人
が
訪
れ
る

こ
と
も
多
く
、
最
近
で
は
サ
ケ

の
遡
上
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
会
発
足
当
時
よ
り
住
人

も
激
減
し
、
平
均
年
齢
60
歳
超

の
限
界
集
落
と
呼
べ
る
地
域
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
こ
で
育
っ

た
者
は
（
私
を
含
め
）、
一
度
は

街
な
か
や
市
外
に
引
っ
越
し
て

も
、サ
ケ
の
よ
う
に
故
郷
に
帰
っ

て
く
る
の
で
す
。
義
理
の
父
が
、

生
前
よ
く
《
浩
然
の
気
（
物
事

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
雄
大
な
気

持
ち
）
を
養
う
地
》
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い
地
域

を
、
町
内
一
丸
と
な
っ
て
守
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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■
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レ
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■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

■
12
、
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
若
返

り
学
園
の
組
み
写
真
。
初
夏
か
ら
各

サ
ー
ク
ル
を
訪
れ
て
は
撮
り
溜
め
し

た
笑
顔
の
集
大
成
だ
。
取
材
先
で
は

撮
影
拒
否
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
た
く
さ

ん
の
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
齢
を
重
ね
て
も
生
涯
を
楽
し
も

う
と
す
る
人
の
心
の
豊
か
さ
と
優

し
さ
に
胸
を
打
た
れ
る
。
退
職
後
の

楽
し
み
が
、
ま
た
一
つ
増
え
た
。

■
「
い
い
子
の
と
こ
ろ
に
し
か
、
サ

ン
タ
さ
ん
は
来
な
い
よ
！
」
…
こ
の

｢

魔
法
の
言
葉｣

の
お
か
げ
で
、
子
ど

も
た
ち
の
朝
の
し
た
く
、
夕
飯
、
お

風
呂
、
寝
か
し
つ
け
ま
で
が
驚
く
ほ

ど
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
母
よ
り

も
父
よ
り
も
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は

偉
大
で
す
。
で
も
、
25
日
の
朝
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
し
た
瞬
間
、
彼
ら

に
は
何
の
言
葉
も
響
き
ま
せ
ん
。 11月25日 サケのふるさと

 千歳水族館で撮影

　 今月の表紙

クリスマスムードたっぷり
のグラスツリーの中には、
なんと、ふ化間近のサケの
卵が…。よく見ると、卵の
中でサケの赤ちゃんが目や
体を動かしていました。命
の輝きは、本物の宝石にも
勝るほどの美しさですね。

　

11
月
３
日
。
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン

タ
ー
で
、
子
育
て
支
援
の
総
合
イ
ベ
ン

ト
「
い
い
お
産
の
日
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
千
歳
市
パ
パ
の
会
」
に
よ

る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
で
は
、

次
々
と
形
が
変
わ
る
風
船
に
、
観
客

か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
。
中
心
街
コ
ミ
セ
ン
で

開
催
さ
れ
た
「
市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
、「
ラ
イ
ザ
ッ
プ
」
の
ト
レ
ー
ナ
ー

を
講
師
に
迎
え
、
運
動
や
食
事
方
法
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
、
そ

の
後
の
運
動
は
続
い
て
い
ま
す
か
？

　

11
月
17
日
。
市
消
防
本
部
と
陸
上

自
衛
隊
第
７
師
団
は
、
化
学
テ
ロ
を

想
定
し
た
共
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
隊
員
た
ち
は
、
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
を
通
じ
て
、
具
体
的
な
連
携

手
段
を
互
い
に
確
認
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
。
げ
ん
き
っ
こ
セ
ン

タ
ー
で
「
親
子
de
フ
リ
マ
！
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
子
ど
も

服
や
絵
本
な
ど
、
お
目
当
て
の
品
を

探
す
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
。
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
な
か
よ
し
さ
わ
や
か

Ｄ
Ａ
Ｙ 

い
じ
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」。
提

言
発
表
を
行
っ
た
小
・
中
学
生
か
ら

は
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

1235 4ま
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　 桜木にお住まいの
  澤口さんから寄せられ
た写真。収穫したサツマ
 イモが何とも不思議な形
  です…。皆さんは何に
　      見えますか？

こ
れ
な

ー
ん
だ
？

1

2

4

5

3




